
ニシャン・サマン痔誇注

河 内 良 弘

解題

ニシャン・サマン伝ほ古くから満州・錫伯・達斡朱・事温克〈ソロン〉・赫

哲等，ツングース系諸民族の関にひろく語り伝えられた口語文学である。この

物語の程筋は，まず明の時代，ロロという村にパルドゥ・パヤンという富者が

いた。夫妻には一人息子がいたが， 15歳の時，山に狩に行き途中で病残した。

悲しんだ両親は善行を藷み，神に祈願したため50歳にして男子を得た。喜んだ

両親はセノレグダイ・フィヤンゴと名づけ，いつくしんだが， この子も15議の時，

山に狩に行き，突然発病し死亡した。毘行の家撲等が遺誌を運び帰ると，両親

等は嘆き悲しみ，莫大な財産を惜しみなく費して喪議をおこなった。このとき

壊の曲がったよぼよほの老人が門口に現われ，パノレドゥ・パヤンと関答の後，

ここから遠くないニシハイ河の河岸に生むタワンという女サマンが死人を生き

かえらせる霊力があると告げ，五色の雲に乗り去って行く O バノレドゥ・パヤン

は大いに喜び天に向かつて叩頭し，家僕を従えニシハイ河岸に向かい，ニシャ

ン・サマンを探しあて，息子の蘇生を懇請する O はじめためちっていたニシャ

ン・サマンはようやく承諾し，パノレドゥ・パヤンの家に来て祈穣しはじめるが，

子鼓の詔子が合わず請念、できない。ニシャン・サマンはナリ・フィヤンゴとい

う助薦亙の助けを得，身に奇怪な衣服を着け，接鈴，スカートをはき，頭に九

雀の神帽を戴き，身をふるわせ詣念し始める O 語念後昏迷してiuれ，セルグダ

イ・フィヤンゴを求めて黄泉の国に到る O ニシャン・サマンは黄泉の国で骨牌

遊びをしていたセノレグダイ・フィヤンゴを大鳥の爪に揺ませて救出する O 閤羅

王は怒ちモンコ、、ノレダイ・ナクチュに命じ後を追わせるが，ニシャン・サマンは

モンゴノレダイ・ナクチュと言い争いの末，セノレグダイ・フィヤンゴの寿命に鉛

歳を加えさせることとして，生菌への道をいそぐ O その途中で嘗ての夫に出会
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った。夫も自分を生国に連れ帰るよう強迫するが，ニシャン・サマンは大鶴に

夫を掴ませ，豊5都城iこ投げ入れさせて去る。その後，ニシャン・サマン註黄泉

の冨を見聞し，セ jレグダイ・フィヤンゴを連れ， もと来た道をもどり紅河に着

色河主に礼物を支払い，手鼓を河に投げ入れ，独木舟で河を渡り，乙の世i乙

帰り着き蘇生する。こののちニシャン・サマンがセノレグダイ・フィヤンゴの遺

体iこ魂をふき込むと， しばらくして蘇生し，家人と共に喜びあう，というもの

で，末毘に Dekdenggeがこの子稿本を書いた経韓が記されている。

清朝一代を通じ，満州語で書かれた文献はおびただしい数に上るであろう O

しかしその大部分は『講州実録Jのような歴史編纂書か， UI司満チ1'1櫨Jl r宮中

撞Jのような槍案か， r金瓶梅Jlr捧繕聯斎志異Jのような中冨文学の翻訳であ

って，独自の文学作品というのは極めて稀である c しかしここに『ニシャン・

サマン伝Jは珍るしくもツングース民族の嵐土の中から生まれた富有の作品で

あって，これによってツン

グース系民族の嵐習， シャ

マン教の実2寵，装具等，信

得の実誌を知ることができ

る外，宗教学，民俗学上に

おいても貴重な資料を提供

している O

j詩文 Fニシャン・サマン

f云』は現在ソ連科学院アジ

ア民族研究所東方学撞案室

に三蓮の書が収蔑されてい

る外，中国社会科学院民族

研究所に一本，西ドイツに

数種の本が収蔵されてい

るO

ソ連収蔵の三本はいずれ

もソ連ウラジポストーク東

方研究所の満州語および文

学講師であった A.V. Gre-
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benschchikov (1880，......，1941)が中国東北地区の民間で入手したものである。ウ

ラジボストーク東方学院中国語満州語科を卒業した彼は， 1907年， P.P. Schmidt 

からニシャン・サマン伝の物語のある乙とを関き， 1908年，この物語の写本を

発見するため，中国東北地方に旅行した。

第一手稿本は， 1908年， Grebenschchikovがチチハノレ東北の Meiser 村の

Nendeshana Jinkeriという講族人かる入手した。乙の Fチチハjレ手稿本』は23

頁， 17x8. 3 cm，毎頁 5行で，粗末な漢紙に墨書した銭装本である。 Volko花

氏によれば， 乙の fチチハノレ手稿本』は完全ではなく，パノレドゥ・パヤンの子

の言ト報をもち，狩猟かちいそぎ帰宅する召捷の話に始まり，最後はニシャン・

サマンとモンゴノレダイ・ナクチュとの関答に終っている。この本は現在ソ達科

学院アジア民族研究所 HHcTHTyT HapO，llOB A31仰の東方学撞案，宗75巻 1号

4Uこ所蔵されている。

第2霞 Volkova.前掲書，第15頁.
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第二手稿本は， 1909年，

Gre benschchikovが愛車附

近の Desingeという瀧族

人かち入手した。この『ア

イグン子稿本Jは Volkova

によれば，全2巻50頁， 24 

x21. 5 cm， 毎頁12行で，

粗末な漢紙に毛筆で書かれ

ている。しかしこの本を実

際に閲覧された池上二良教

授によれば， rその第一巻

(“emu debtelin") は各頁

12行，表紙・裏表紙とも含

めて 18了，第二巻〈“Jal

debtelin") は各頁 11行，

全11了であり，それぞれの

表紙には満州字で“yasen

sama i bithe" (第一巻)，お

よび“nits'ansama i bithe" 



(第二巻〉とある」 とのことである(津曲敏郎 fNiぬnSaman i Bithe にお

ける満州語詩の分析J~北海道大学文学部紀要Jl 28: 1， 1980，注 3)。との第

二子稿本中には， シャマンの装束を着けたニシャン・サマンの画像が毛筆で描

かれてお仏画像の左右に満州字で Nits'anSamaと記されている〔第 1図〕。

Volkova本の Nishan'samani bitheの第 9頁に掲出のOOH象がそれである O 第

二手稿本も第一手稿本と同様に始めと柊りの部分を欠いでいるが，ニシャン・

サマンが黄泉の昌を旅するさまは，比較的詳細に撞写されているそうである O

現在ソ連科学院アジア民族研究所の子稿本の A124に所蔵されている O

第三子稿本は， 1913年 Grebenschchikovがウラジポストークの東方大学

満州語教師 Dekdenggeから贈られたものである。第三子福本の最後に， Dek-

dengge氏から G 氏への献呈の辞が記されているが，それによれば D氏は自

分の記櫨にもとづいて記述したらしく「ニシャン・サマン伝を見たのは随分む

かしの事で，すっかり忘れ

てしまった。残訣の個所も

多いc 知っている事を想い

出して書いたが， もし他所

で完全な善本が得られたら

祷写すべきである」と記し

ている O 第三子詣本の表紙

の裏には，中央に満州字で

第 3図 Volkova.前揚書，第16頁

4
 

A
t
 

Nisan saman i bithe， emu 

debtelinと書名が記され，

その右方に tacibuku: ge 

looye ningge (教授夕、、老爺

のもの)，左方にロシア文字

で Grebenschchikov と記

されているので献呈本であ

ることがわかる〔第 2図〕。

第三子稿本誌， V氏によ

れば， 93頁， 21. 8x7 cm， 

毎頁12行の洋装本である



が，津曲敏部氏によれば，本の大きさは 21.8x17 cmであろうという。 この

書は現在，ソ達科学院アジア民族研究所東方学撞案の宗75巻 1号 1に保存され

ているo

中国社会科学院民族研究所所蔵の手稿本は残本で，この内13頁が訣げている

が，基本的には第三子稽本と大同小異だそうである O

Grebenschchikovは 1941年， 折りからの戦乱の中で病により死亡したが，

その後， 1961年， ロシアの満州語研究者 MariaPetrovna Volkova女史が，

Gre benschchikov に献じられた第三手稿本を整理，翻訳しモスクワで出版した。

この書は序文，第三手稿本の全文の影印，そのロシア文字転写， ロシア語訳，

訳注等かち成っているO ニシャン・サマン伝について誌夙に 1935年 Sergei

M. Shirokogoro百が PsychomentalComplex of the Tungus. London におい

て結介しており，世界の満族文化研究者の注目するところでるったが，ここに

おいて人々はそのほ沼全容を自にすることを得， しかもこの書に第三手稿本の

全文の影印とロシア文字転写の関されていたことは，研究者に多大の便宜を

与えることとなり， これに基き各国で翻訳が公刊され始めた。それはまず現

Seoul大学教授成百仁氏が『満ナ1'1Sya man神歌:Ni句 nsaman i bitheJ と

して1974年， 韓冨語に翻訳されたのにはじまり， 1977年には Durrant 氏と

Nowak女史との共訳注による英訳書がシアトルで， また罰年台北で故宮博物

院の荘吉発氏の中国語訳注本が出版され G.Stary氏のイタリア語訳も司年出

版された。中華人民共和国においても，超展氏によるニシャン・サマンf云の紹

介や，賀霊，斉車山氏による紹介および翻訳が公刊されており，各菌で各種の

研究書も公にされている O この度のわたくしの日本語訳も Volkova本に見え

る影印の満文第三子高本によった〔第 3図〉。

先に記した Dekdenggeの献呈辞の中で rc本書には〉残散の個所も多く，

もし他所で完全な善本が得されたら補写すべきである」と述べているように，

第三手稿本も物語の完全な伝本ではない。先年 Koln大学 OstasiatischesSe-

mlnarの M.Gimm教授か与いただいた手紙によれば，ニシャン・サマン伝の

満文新テキストの出坂を準備中であるとの乙とである O また中富においても，

とれまでの手稿本の放を補完する新伝本が発見されたと聞いている O これらの

新発見資料の早急の公刊と，ニシャン・サマン伝をめぐる諸研究の進展を期待

してやまない。 (1986年11月26日〉。
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凡 開

1 .現在までに公判されたニシャン・サマン伝のテキスト，訳書，研究書等は

次のとおりであるo ( ]内ほ略号を示す。

(1) BOJIKOBa， M.口.HIUIIaHb caMaHH bHTX3: npe瓦aHHe0 HHll1aHCKO註ll1aMaHKe，

MOCKBa， 1961. (V] 

(2) 戎百仁「満州 syaman 神歌 Niぬn saman i bitheJ 明知大学出版部

Seoul， 1974. (S] 

(3) Margaret Nowak and Stephen Durrant. The tale of the Niきan Sha-

maness : A Manchu Folk Epic， Seattle， 1977. (DJ 

(4) 荘吉発「尼山薩蛮伝 Nisan saman i bithe]， 文史哲出版社， 台北，

1977. [C] 

(5) Giovanni Stary. Viaggio nell' Oltretomba di una sciamana mancese， 

Florence， 1977.未見。

(6) Wolfgang Seuberlich. “Die mandschurische Sage von der Nisan-

Schamanin"， Fernost1iche Kultur: Wolf Haenish zugeeignet von sei“ 

nem Marburger Studienkreis， hrsg. u. bearb. von Helga Wormit， 

Marburg， 1975.未見。

(7) 賀霊 r<<尼山麓満》ー扮研究薩語教的重要文献一階訳文Jr新麗師範大学学

報J1985年 2期， 141-1420 

(8) 斉車山「尼山護満 根拠一九六一年 莫斯科坂本訳Jr新譜師範大学学報』

1985年 2期， 143-1600 

(9) 津由敏良~ rNi誌 nSaman i Bitl廷における満州語詩の分析Jriと海道大学

文学部紀要J28 : 1， 1980年 1月，日-104.(TS] 

(1O) 越展「評分『尼山薩蛮伝記『瀧装文学研究J1982 : 2， 134-1400 

ω Denis Sinor.“Some remarks on Manchu poetry"， Studies in South， East， 

a nd Cent ra l Asijα Presented as a memorial volumeぉ thelate Professor 

Raghu Vira by members 01 the PIAC， New Delhi， 1968， pp. 105-114. 

2 .訳文の左に示す数字は Volkova 女史の Nishan'samani bitheに示され

る Dekdengge手福本の頁数である O
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3 .テキストのローマ字転写は，メーレンドノレフの方法に拠った。

4. Dekdenggeの話す満州語には詑りがあったちしく， 従って第三手稿本に

は『清文鑑Jなどに見える正統的議チ14語とは違った綴字や意味不明の語が

現われる。ローマ字転写のさい，それらは正統的綴字になおさねばなちな

いが，その E ーマ字転写には研究者により見解の相違が見られる。本書で

は各研究者の見解は注記せず， 各語の後に( Jに入れて示した。たとえ

ばjalbirame(V， S : jalbarimeJは，原文が jalるirameと読みとれる語に

対し， Volkova氏，成百仁氏が jalbarimeと転写されたことを示す。

(VJは Volkova氏， [SJは或百仁氏， [DJは Durrant氏， [CJは荘吉

発氏。 [TSJは葎曲敏郎氏， (KJは河内の解釈を示す。
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訳注

NISAN SAMAN 1 BITHE 
ニシャンサマン {専

1. ju1gei ming gurun i forgon de， emu 1010 sere， gaきan bihe， 

むかし明 富 の 時 代 に ， 一 つ の ロ ロ と い う 村 が あった。

ere tokso de tehe， emu ba1du bayan sere， gebungge 

この村荘に住んでいた 1人のパルドゥパヤン という高名な

yuwan wai， boo banjirengge， umesi baktaraku bayan， 

員 外は家計 はなはだ豊かな 物持で，

ahasi morin 10rin jergi toloho seme wajiraku， 

奴僕馬 駿馬などは数えようとて数えきれなかった。

takurara 

召使いの

se dulin 

中年

de emu jui banji丘 ujime tofohon se de isinafi emu inenggi boo 

iこして 1子をもうけ，養って 15 歳になったある日， 家

ahasi sa be gamame， heng lang言an alin de a balame gene五， Jug立n

僕 等を伴い へンランシャン出に狩に 行き，途

i anda1a nimeku baha五 bucehebi， tereci enen ak吾 jalin 

の半ばに病を 得て 死亡した。 それからは子孫 がないので

facihiyasame， yuwan wai eigen sargan， damu sain be yabume， 

憂いなやみ，員 外 夫 妻は ただひたすら善をおこない，

juktehen be niyeceme weileme， fucihi de kesi baime hengkiseme， 

寺観 を補修 造営し，仏 に恩沢を請うて時頭し，

enduri de jalbirame [V， S : jalbarimeJ， ayan hiyan be jafafi， ba bade 

神 に 祈りを捧げ芸香を奉弘所所に

hiyan dabume， ge1i yadahun urse de aisi1ame， umudu be wehiyeme， 

香を焚き， また貧しい人々を助け， 孤児 をみとり

anggasi be 

やもめを

2. aitubume， sain be yabu五 iletulere jakade， dergi abka 
救い， 善 をおこなうこと顕著であったので， 上 天が

gOSl五 susaise de arkan seme emu jui uji五，

憐れみ 50 歳にしてようやく l人の子をもうけた。
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urgunjeme gebu be uthai susai sede banjiha， sergudai 五yanggo

喜乙び 名 をすなわち 50 歳で生れたセルグダイフィヤンゴ、

[V， S:五yangg五Jseme ge bule五 tananicuke [K : nicuhe J gese 

と 名付けた。東珠や 真珠のように

jilame， yasa ci hokoburak百 ujime， sunj a sede isina五 tuwaci， ere 

慈しみ，目 を離さず 養い 5 歳になってみれば，乙の

jui sure sektun[V : sektuJ， gisun getuken ojoro jakade， uthai 
子は寝明 利口で，言葉もはっきりしていたので，そこで

sefu soli五，

教師を招き，

boode bithe tacibume， geli coohai erdemu gabtan 

家 で 書を学iませ， また武 術， 射弓，

niyamniyan be urebu五，

騎射 を習わせた。
n
 

a
 

，G
 

-w
矢

a
 

r
 

a
 

&
L
 

Lυ a
L
i
 

g
全て1υ 

.n
ム」

お
た

T
A
 

mv
だ

戸
は

b
月

n
 

vm
日

i gese hodon [V， S : hてidunJ。ιtofohonsede isina五 gaitaiemu 

のように 阜く過ぎ， 15 歳になった。突然ある

inenggi sergudai 五yanggo ini ama eme be acaι 

日， セノレグダイフィヤンゴは彼の父 母 にあい，

baime 

顕って

hendume， mini taciha gabtan niyamniyan be cendeme， emu mudan 

言うには， r私が学んだ射弓 騎射 を試しに 1 度

abalame tuciki sembi， ama i 

狩に 出たいと思います。父上が

3. gu:nin de antaka be saraku: [V: sark百J，sehede ama hendume， 

心 中どう患われるかわかりませんJ というと父は言った。

sini dergide emu ah吾nbihe， 
「お前の上に もう 1人兄がいた。

tofohon sede heng lang 

15 歳の時へンラン

話an alin de a balame 

シャン山 に狩に

gene五 beyedubehebi， 
行き 死んでしまった。

点
、
A，ヵだ

i

の

k
v
つ

n
詔
U

一ug
は

い
民
私

genere be nakareo sere jakade， sergudai 
行くのをや診ないかjと言ったので， セノレグダイ ふふコ

o
ン

路
ヤ

鈎

イ
む
フ

hendume niyalma jalan de， haha seme るanji五， ai bade yaburak五，

言った 「人の世 立男 として生れ，何処にも行かず，

enteheme boo be tuwakiyame bimbio， bucere banjire gemu 

永久に 家を守って いましょうか。死 生は みな

meimeni gaj ime j ihe hese bun ci tucinderak吾

各自が 持って来た天命 から逃れ出られるものではあちません」

serede， yuwan wai arga aku: alime gai五， hendume aika abalame 

というと，員 外は仕方なく承知して言った， rもし狩に
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tuciki seci， ahalji bahalji sebe gamame gene， 
出たいというのならアハルジパハルジ等をつれて 行きなさい。

ume lnenggl 

決して日を久しく

ーi
J

3

m
ん

出
せ

mv

まり
S
三

「
l
K
4
4

み
J
5

m
て

討
し

mr

遇

jebkeきeme yabu， 

気をつけて行きなさい。

hahilame mari mini tatabure gunin 

いそいでもどりなさい。私の心 配

be， si ume 

にお訴は決して

urgedere seme afabure be， sergudai 

そむいてはなりませんJといいつけたのを，セノレグダイ

五yanggo

フィヤンゴは

Je 

「はしiJ
seme jabufi.， uthai ahalji sebe 

と 答え，すぐさまアハノレジ等を

4. h豆la五afabumehendume， muse cimari abalame tucimbi， niyalma， 

呼 び命じて 言った。 r私達は明朝 狩に 出かける。人，

morin， enggemu jergi be teksile， coohai agura beri niru jergi be 

馬， 鞍 等をととのえ，武 器 弓箭などを

belhe， cacari boo be， sejen de tebu， aculan(S : anculanJ giyah豆n

錆え，幕 舎を車 に積みこゐ。 鷹，

kuri indahてinbe saikan i ule bu五 belhe， sere jakade 

虎紋の犬 によく 餌を与えて準婿しなさい」と言ったので

ahalji bahalji se je seme uthai hahilame belheme 

アハルジパハノレジ等は「はしづと答え，すぐさま いそいで 仕度に

genehe， 

行った。
g
 

g
 

n
 

e
 

m
日

-m
翌

sergudai fiyanggo ama eme de fakcara 

セノレグダイフィヤンゴほ父 母 に別れの

doroi hengkile五uthai

ネしで叩頭し ただちに

sure [V， S: suruJ morin de yalu五ahalji

白 馬 に乗りアハノレジ

se be dahala bu五aculan(S: anculanJ giyah五nbe almime[S:alamimeJ， 

等を従え鷹 を 背にし

kuri indah百nbe kutuleme， geren ahasi se jebele dashuwan beri 

虎紋犬 を牽き， 多くの奴僕等が箭袋，弓袋， 弓

niru unume， juleri amala faidan meyen banjibume， sejen morin 

矢を背に負い，前 後に隊 伍 を 組 み ， 車 馬が

dahanduhai yaburengge， umesi kumungge wenjeshun [V， S: 

麗を接しながら行くさまは，はなはだ 豪華

wenjehunJ， tokso sakda asigan [S : asihanJ 

段盛にして，村荘の老 幼の ノ
¥と

L

、と
m
と

mr
乙で

暗
々

m
人

uce tucime tuwara 
円を 出 て 見
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5. akITngge akIT， gemu angga cibsime maktame sai匁 mbi，

ないものはなく，普 くちぐちに感嘆し称賛し 賞ゐそやした。

-
1

の
a
 

ぬ

狩
n
て

児
べ

m
p

す

urse morin be 

人 々は馬に

dabkiyame [V， S : dabkimeJ 

鞭うち

yaburengge， h吾dunhahi ofi dartai endende [S: andandeJ gebungge 

行くこと 早 く，たちまちにして 名高い

a ba a balara alin de isinafi， uthai cacari maikan be cafi 

狩の 山に到着した。すぐさま幕舎 張男 を張り，

nere feteme mucen tebufi， budai faksi be buda arabume weri五，

煮炊きの穴を掘り，鋸を かけ，料理人 を料理作りに残し，

sergudai 五yanggo geren ahasi sabe gaime， ahalji 

セノレグダイフィヤンゴは諸 奴僕 等を ひきつれ， アハノレジ

bahalj i sade afa bume a ba saraki， alin surdeme 

パハノレジ等に命じ 「巻狩りの勢子の列を散開させよう，山を富んで

abalaki se五 uthai aba sarafi， 

えものを狩ろうJといい，すぐさま勢子を展開させた。

gabtarangge 

射手は

gabtambi， 

矢を射かけ，

ge1i gidalarangge gidalambi， 
また槍手は 槍をくり出し，

giyahてln ma】dame

薦を 放ち

indah召nbe cekuleme[V : cukulemeJ amcabumbi， gurgu gasha jergi 

犬を けしかけ追わせ， 獣や鳥 など

be gabtaha tome gemu baharaku ningge ak百， j ing ni amtangga 

を射る 毎にみなえものを得ない者は なく，正に首尾よく

i abalame yaburede， gaitai sergudai fiyanggo beye gubci 

狩をしているとき，突然セルグダイフィヤンゴは身体がすっかり

geceme， gaitai geli wenjeme， uju 

こどえ， たちまちにしてまた高熱を発し， 頭は

6. liyelihun [V， S : liyeliyehunJ ofi， nimekulere jakade， 

混還 し病いの身となったので，

uthai 

すぐさま

ahalji bahalji sebe hulafi， musei aba faidan be hahilame 

アハノレジパハノレジ等を呼び， r我等の巻狩の陣立て を 急いで

bargiya mini beye icaku serede golo五 hahilame

収めなさい。私の体が具合がわるい」 というと驚ろいて いそぎ

aちa be bargiya五 cacari de isinj i五 beliyen[D: belinJ age be 

巻狩をしまい 幕舎 に帰って来て ペ リ ン ア ゲを

dosimbu五tuwadabuιtuwa de五yak百menei tuci buki seci， 
入れ 火を焚き， 火 にあて 汗を出させようとしたが，



wenjere de taran waliyame beye alime muteraku:， ojoro jakade 

高熱のため汗が吹き出て身体が耐えられないの で

五yakU:me ojoraku: 0丘 ahasisabe alin moo be saci丘

火にあたらせることもできない。奴僕等に山の木 を切らせ，

kiyoo weile五 belin

轄を 造り ベリン

age 

アゲ

be kiyoo de dedubu五 ahasisa 

を轄 に寝かせ 奴僕等が

halanjame tukiyeme booi baru deyere gese yaburede， 

かわるがわる担ぎ 家 に向かつて飛ぶ ように帰って行くとき，

sergudai 五yanggo songgome hendume mini beye nimeku 

セノレグダイフィヤンゴは泣いて 言った， r自分自身で病

arbun be tuwaci ujen， ainahai boode isiname mutere ni 

状 を見ると重篤だ。どうして家に帰りつくことができょうか。

bodoci muteraku: oho， ahalji bahalji suweni ah百n

それは覚つかなく なった。アハルジ， パハノレジょ。お前たち兄

deo i dolo emke we in u 

弟 の中の 1人誰でも

7. okini， hahilame boode genefi mini ama eme de emu mejige benefi， 

よい，いそいで家に行って私の父母 にしちせを 送り，

mini gisun be ama eme de getuken i fonde [S: funde J ularao， 

私の言葉を父母に はっきりと 代りに伝えてくれ。

父母の た

b

っ

…
叩
養

児
み

E

1

U

 

a
 

戸

慈

baili de karulame 

患 に報いることが

mini beye 

私 自身

ama eme 1 

mutehek百，

できなくなった。

sakdasi [K : sakdasaJ i tangg百 sedeisinaha erinde 

老人等が百 歳に到った時に

hiyoosulame sinagalame fudeki seme maj ige g百niha bihe， we 

孝養を尽し喪に服して送りたいと いささか思つてはいた。誰が

saha abka gukubure jakade gu:nihak吾 minierin jalgan 

知ろう，天が亡ぼす ことには思い及ばなかった。私の時が

isinjire jakade， dere acame muteraku: oho， yasa 

やって来たので，顔をあわせることができなく なった。まのあたり

tuwahai aldasi bucembi， mini ama eme be ume fulu dababume 

に見ながら中途で倍れる。私の父 母 iこ決してあまり過度に

nasame usara se， sakda beyebe ujirengge oyonggo， 

悲しみ嘆かぬよう言ってくれ。老いた身を 養うことこそ肝要，

ere gemu gajime jihe hesebun i toktobuha ton kai， 

これはことどとくもって生れ来た天命 の定めた 計ぞ。

つ山



nasara songgoro be eriIereo seme mini fonde [S : funde J 

悲しみ泣くの は時を按じてなさるようにと私の 代りに

i

と
n
hり

h
き

い

凶

つ
同
ま

EL
旬、
g
k
u
u

・

8. ulambureo seme hendu五， geli gisureki seci angga juwame 

伝えてくれJと 言い， また話したそうにしたがロを開けること

muteraku:， jain [V， S : jayanJ jafabu五 gisuremebanjinarak百 oho，

ができず，おとがいは こわばり言葉に なちなく なった。

senc迭e [V， S : senceheJ tukiyeceme yasa hadanaha [S: hadahaiJ 

下顎があ が り 自は すわり

ergen yada五 ahalji bahalj i geren ahasi se kiyoo be 

呼吸は弱まった。アハノレジパハノレジと諸 奴僕等は轄 を

釦 rdemeuku五 songgorojilgan de， alin holo gemu uradumbi [S : 

めぐって取囲み泣 声 で 山谷はみなこだました。

urandambiJ， amala ahalji songgoro be naka五gerenbaru 

しばしの後アハルジは泣くの をやめ 人々に向って

hendume， belin age emgeri bucehe， songgoro de inu weijubume 

言った。「ペリンアゲはすでに死なれた O 泣いたとて亦蘇らせること

muteraku: oho， giran be gaime jurarengge [S : juraranggeJ oyonggo 

はできなし ¥0 遺体を取り 出発することこそ 肝要。

bahalji sini beye geren be gaime belin age i giran be 

パハルジよそなたは自分で人々 をつれペリンアゲの遺体を

saikan ho差益ome[V: hosotolomeJ gajime elheo [S : elheiJ jio， 
よくよく 包み 伴ないゆるゆると 来なさい。

mini beye juwan moringga niyalma るe gamame neneme j ulesi 

私 自身は 10人の騎馬の 者どもを連れ 先に 前

gene五musei yuwan wai mafa de mejige 

行しわれらが員 外大人にしらせを

9. alana五boodebelin age be， fudere jaka sabe belheme geneki， 

告げて家に ペリンアゲ を野辺送りする物等を備えに行こうJ

seme ala五 ahalji geren be gaime morin yalume， deyere gese 

と 告げてアハノレジは人々をつれ 馬に 乗り， 飛ぶように

feksime boo baru generengge hahi 0丘 dartaiandande boo i duka 

疾駆し家に向い行くこと 早くして，たちまち 家の門の

bade isinafi， 

所に着いた。

morin ci ebufi boode dosi五，

馬 から 下 り 家 に 入 り ，

yuwan wai mafa de 

員 外大人に
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づ
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沼
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.m
ひ

umai seme gisureraku， yuwan wai mafa facihiyasame， tome 

全 く 言葉にならない。員 外大人はいちだち

[V， S : toomeJ hendume ere aha si 

罵り 言う 「こやつめ， お前は

ainaha 

どうしたというのか。

abalame genefi ainu songgome amasi jihe， 

狩に 行 き 何 故 泣 いて もどって来た。

elcl slnl 

事によるとお前の

belin age ai oyonggo baita de simbe julesi tak百raha

ペ リ ン ア ゲ が 何 か 緊 要の 用があってお前を先に遣ったのだな。

alnu songgome gisureraku se立le slran 1 fonjire de 

何故 泣いて 言わないのかj と たたみかけて たずねる と

ahalji jaburaku kemuni songgoro de yuwan wal mafa 

アハノレジは 答えず なお 泣くので 員 外 大人は

fancafi， 

墳りいらだち，
e
 

m
 

u
 

-
-
O
 

B

v

つ

'm
言

吋
て

討

つ

い

ω

罵

/
i
?
色、e

 
m
 

o
 

10. ere yeken aku [S: yekerak吾J aha 

「乙の ろくでなしめ，

ainu alaraku damu 

何 故 わ け も 言 わ ず に た だ

songgombi， songgoro de baita wajimbio sehe 

泣くのか。泣い て事が済むのかJと言う

manggl， 

と， 。r 
mr

の
喧
く

ぬ
泣

be naka五

を止 め

emgen 

一度

hengkilefi， 
IIp頭して

hendume be1in age jugun de 

言った。 rペリンアゲは途中 で

nimeme beye dubehe， mini beye neneme mejige benjime 

病にかかち世を終えられました。忍 昌身先に しらせをもって

jihe， yuwan wai utulihe aku ai jaka dubehe seme 

参りましたj 員 外は合点がゆかず，何事が終ったのかと

fonjirede， ahalji jabume waka， 

尋ねると，アハノレジは答えた。「そうではありません。

belin age 

ベワンアゲが

beye aku oho sere gisun be yuwan wai 

亡くなられましたjと言う言葉を員 外は

emger・1

1度

donjire 

聞く

jakade uju ninggude akjan guwehe gese haji jui 

と 頭上に 雷が鳴り響いたかのように「愛しい子よ」

seme surefi uthai oncohon tuheke de mama ek益eme

と 大声で叫び，そのまま伺向けに在'IJれた時，老夫人があたふたと

Jl五 ahalji de fonjire jakade alame， 

出て来てアハルジに尋ねたので 〈アハノレジは)言った。

be1in 

fベワン
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age bucehe seme 

アゲが亡くなられましたとの を

mv
せ

P
3り

m
し

alanjiha be donjifi， 
申し上げたのを開き，

tuttu farame tuhel玉esehe 

このように気を失しなって 倒れちれました」と

donji:fi yasa julergide 

関いて自の前に

11. talkiyan gilmarjiha [V， S : gilmarjahaJ gese menere:fi， eme i 

稲妻が 光った ように目がくらみ， 1"母の

manggl， mama 

言うと， 老夫人は

jUl 

子よ」

seme emgeri h u:la五 inu farame tob seme mafa i oilo 

と ひと声呼 んでまた失神し正しく 大人の上 に

hetu tuheke be takU:rara urse golofi tukiyeme ilibu:fi， 

横ざまに倒れたのを使いの者共は驚いて引きおこし立たせると，

teni aituhabi， boo i gubci ere mejige be donjifi. 

やっと患を吹きかえした 。 家 の 者 は み な こ の し ら せ を 聞 き

gemu songgocombi， ere songgoro jilgan de toksoi i urse gemu 

皆 共々に泣いた。乙の泣 声 で村荘の人々は皆

isandu:fi 

一斉に集まり

gari miyari [D: gar miyarJ seme ging [V， S: jingJ 
オイオイ と ひたすら

songgocoro namぬn，るahalji songgome dosinji五 yuwan

共に泣いた。そのすぐ後で，パハノレジは泣きながら進み入り， 員

wai mafa de hengkile五alame，

外大人に叩頭し 告げた。

belin age giran be gajime 

「ペリンアゲの遺体をおつれして

isinjiha yuwan wai eigen sargan toksoi urse sasa， dukai tule 

参りました」員 外夫 妻は村荘の人々と共に，門 外に

belin age i giran be okdome boode dosimbu五， besergen de 

ペ リンアゲの遺悼を迎え 家に入れ， 林 に

sinda:fi， geren niyalma ukule:fi [D: uku五Jsonggoro jilgan de abka 

安置した。衆 人は 取り 囲 み 泣 声 で 天

na gemu durgembi emu jergi songgoho 

地はことごとく震動した。 1 度 泣いた

12. manggi， geren niyalma tafulame hendume， bayan agu suweni mafa 

後i乙， 衆 人は 諌めて言った。1"長者様あなた方大人

mama ainu utu[V， S: uttuJ songgombi， emgeri bucehe 

老短が何故 かように泣いておられるのですか。 1度死んだ与

songgoho seme weijure doro bioラ giyani giran de baitalara 

泣いた とて生き返る道理がありますか。宣しく遺体に用いる



hobo jergi jake be belheci acambi， 

棺 等の物 を備えねばなりませんJ
sehe manggi yu wan wai 

と 言 う と 員 外

elgen sargan 

夫 妻は

teni nakafi hendume 

やっと 泣くのを止めて言った。
n
も

鉛
葉

.g
一一一一口の等

m
た

前
な

氾
そ

i

「
i

umesi giyan， udu tuttu bicibe yargiyan i gunin 

まことにもっともだ。いくちこんなにしていても本当に 心

dolo alime muterak吾 korsombi，

中 は耐えちれぬ程 悲しみもだえている O な
詑
明

u
患

Q
U

村
口
付る

い
引
す

訟

愛
m
の

m
忍

jui emgeri bucehe kai， geli aibe hairambi， te geli ya 

子はすでに死んでしまったのだc 又河が惜しかろう O 今また誰が

emu juse de banjikini seme ten hethe werimbi， se五

1人の子 に暮らすようにといって房基家産を残そうかJと言い

ahalji bahalji sebe hula五 afabumeere aha damu angga be 

アハノレジパハ jレジ等を呼んで命じた。 1こいつめ，ただ口 を

juwafi songgombi， sini belin age de nadan waliyara jaka， 

開け 泣いている O お前のペリンアゲに七つの祭りの品物，

回
の

m
導

1
i
 

y
ヨ

13. morin， ku namun 

馬， 倉庫

]ergl 

等

be gemu belhe， ume hairara 

を 皆 備えよ O 惜しんではいけない」

se五 ahalji bahalj i se songgoro be naka五

と言った。アハノレジバハノレジ等は泣くの を 止め，

afabuha 

命ぜちれた

gisun be dahame， belin age de yarure ilha boco alha akta 

言葉に従い， ペリンアゲに引導の花 色 花模様の議

morin juwan， tuwai boco jerde akta morin juwan， aisin boco sirga 

馬 10頭，火 色 の紅 錫馬 10頭，金 色の銀合

akta morin juwan， h百dunkeri [D: keire J akta 

編馬 10頭 ， 駿 足の 棄騒麗
n
 

a
 

y
 

v

司
自

n
 

m
頭

U

A

V

 

.，J
噌

g
i

n
 

r
 

o
 

m
馬

[sanyanJ boco suru akta morin juwan， behei boco sahaliyan ak匂

色の白尊重馬 10頭，墨 色の黒 麗

mor・injuwan， gemu belhehe sehede 

馬 10頭をことごとく嶺えましたと言うと，

yuwan wai afabume， 

員 外法命じた，

gτus討ln mo町rinde bukteli註i(S : b与uktuli泊n]，gecuhuri [V: gecuher討"1

13おG頭の馬に 皮袋， 務穀

etuku jergi be unubuラ funcehemorin de jebele dashuwan jergi 

衣 等 を背負わせよ。余った馬 に箭袋弓袋 等

戸。
F
h
d
 



be alamibu， sure [S : suru] seyen fulan akta morin de fulgiyan 

を背負わせよ。 白い雪自の青麗馬 に赤い

enggemu kadargan [S: kandarhanJ tuhebume aisin bolgiha 

鞍， 提胸〈房のついた胞飾り〉を 吊りさげさせ，

[S:るulgiyahaJhadala jergiるeyongkiyan 

鍍金の 轡 等 を遺漏なきょう

14. toho五 yaru， geli adun i da sabe hu:lafi， alame ihan adunci 

つけて引け」また牧畜 頭等を呼んで告げた。 r牛の群から

Juwan gaJu， honin adun ci ninju gaju， 
10頭を 取って来なさい。 羊 の 群 から 60頭を取って来なさい。

ulgiyan adun ci nadanju gaju， ere be gemu wa五

豚の 群 から 70頭を取って来なさい。これをすべて殺し

belhe sehede， adun da， ahalji se je se五

準備しなさいJというと， 牧群 頭， アハノレジ等は， はい と言っ

jabumbime teisu teisu belheneme genehe， yuwan wai geli tak吾rara

て 答 え つ つ そ れ ぞ れ 婿えに 行った。員 外はまた召捷いの

sargan jui aranju saranju sebe h百la五 alame suweni juwe 

娘 アランジュシャランジュ等を呼んで告げた。「そなたら 2

niyalma toksoi geren aisilara hehesi sebe gaime maise efen 

人は 村荘の大勢の手つだいの女達 を つれて奏粉の毎 毎

nadanju deren[V， S: der吋， caise[K: caisi] efen ninju deren， mudan 

70 卓， 鍛技鋒鋒 60 卓， ねじり

efen susai deren [V， S : dere]， mere mudan dehi deren [dere]， 

停偉 50 卓， 蕎委ねじり静静 40 卓，

arki juwan malu， niongniyaha juwan juru， niyehe orin juru， 

焼酎 10 瓶， 鷲烏 10 つがい， 鴨 20 つがい，

coko gITsin juru， sunja hacin tubihe guye emte juwe deren 

鶏 30 つがい 5 種類の果 菓各ーを 2

[dereJ， ere jergi be te 

卓， 乙れ等 を今

15. uthai hahilame belheme yungkiyabu [V， S : yongkiyabuJ tookabuci 

すぐ急いで漏れなく 構えなさい。遅れたら

suwembe gemu tantambi， sehede， geren gemu je 

そなた等をことごとく打ち懲ちそうぞj というと人々は皆 はい

seme jabufi， meni meni fakcame belheneme genehe， goidaha 

と 答え，各 自 ちりぢりに別れて支度に 行った。しばらく
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ak百 gerenniyalma gari miyari (D : gar miyar J seme meyen 

して人 々は わいわいいいながち 1隊 1隊

meyen tukiyefi h百wade jalu faidame sindaha， barun 

ごとに肩に捨ぎ庭 にあふれるように並べて 置いた。

[S : baranJ be tuwaci hada i gese den sabumbi， udu hacin yali 

その様子を見ると峯 のように高く見えた。数 種の肉が

alin i gese muhaliyahabi， arki mederi gese tebume sindahabi， 

山のように詰まれた。~酉は海の よ う に 注 い で 置 か れ たo

tubihe efen deren sirandume faidahabi ku namun， aisin 

果物と善信は卓を連ねてつぎつぎに並べちれた。倉摩には，金

menggun hooきanjergl五heme jalubume (K: jalumbumeJ faida五

銀 紙 銭 等 を 詰めこみ 満たして 並べ

geren urse arki sisala五 (S: sisa五Jsonggombi， dalbaci yuwan wai 

諸 人は詔を そそいで泣いた。 傍から員 外が

songgome hendume 

泣いて 言った O

ama 1 age ara， 
父の子アラ.

susai sede ara， 
50 歳でアラ，

uj ihe ningge ara， 
生 ん だ 者 アラ，

sergudai fiyanggo ara， 
セノレグダイ フィヤンゴアラ，

bi simbe sabuhade ara警

わたしがそなたを見た時 アラ，

ambula urgunjehe ara， 
こよなく驚喜したぞ，アラ，

16. ere utala morin ara， 

これ程の馬 アラ，

ihan honin ad un ara， 

牛，羊の群 アラ，

we salire ara， 
誰が受け継ぐのかアラ，

age 1 

そなたの

ambalinggo [V， S : ambalingguJ ara， 

偉丈夫と アラ，
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sure gengglyen ara， 
賢さ請さを アラ，

ambula akdahabihe ara， 
こよなくたのみとしていたぞ，アラ，

yalure akta ara， 
続乗の騎馬はアラ，

ya age yalure ara， 
どの子が乗るのやらアラ，

aha nehu ara 

奴僕と嬉女がアラ，

bihe seme ara， 
いたとてアラ，

ya ejin [V， S : ejenJ tak百rara ara， 

どの 主人が使うのやらアラ，

aculan [S : anculanJ giyahun ara， 

隼と 鷹ほ アラ，

bihe seme ara， 

いたとてアラ，

ya j ui alire ara， 

どの子がうけるのやらアラ，

kuri indah三nara， 

禁狗が アラ，

bihe seme ara， 

いたとてアラ，

ya juse kutulere ara， 
どの子等が牽くのやらアラ，

seme soksime songgoro de eme geli songgome hendume 

と 鳴唱し泣くの に母親も亦泣きつつ言った。

eme 1 sure age ara， 
母の賢い子よ，アラ，

宮
町
一
フ

訂
ア

.m
の

m
私る

e
作
品

m
Lザ

enen Juse ara， 
調 子のアラ，

jalin sain be ara， 
為に善をアラ，



yabume bai五 ara，

おこない請い求めてアラ，

h u:turi baime ara， 
福を 願ってアラ，

susai sede ara， 

50 歳の時にアラ，

banj iha sure ara， 
生れた賢いアラ，

gengglyen age ara， 

清い 子よアラ，

gala dacun ara， 

手は敏捷でアラ，

gabsihiyan age ara， 

すばしこい子よアラ，

17. giru saikan ara， 
骨格も美くしくアラ，

gicihiyan [gincihiyanJ age ara， 

みめ麗わしき子よ アラ，

bithe hu:lara ara， 

書を読む アラ，

jilgan haih吾nggaara， 
声も柔和な アラ，

eme sure age ara， 

母の賢き子よアラ，

te ya J Ul de ara， 

今どの子にアラ，

nikeme banjimbi ara， 
頼って生きょうぞアラ，

ahasi de gosingga ara， 

奴僕等にも思いやり深きアラ，

ambulingga [V， S : ambalingguJ age ara， 

体躯堂々の子よアラ，

guu m uru ara， 

骨格容姿アラ，

hocohu:n [V， S : hocikonJ age ara， 

かぐわしき子よアラ，
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saikan age ara， 
みめよき子よアラ，

eme giya [S : giyaiJ de ara， 
母が 街にアラ，

言。dome ya buci ara， 

遊行しに行けばアラ，

giyahun ada1i ara， 

鷹の ようにアラ，

eme j ilgan be ara， 
母の声 をアラ，

donj ime baire ara， 

聞き 求めようぞ，アラ，

holo de yabuci ara， 

山谷に行けばアラ，

honggo [S : honggonJ jilgan ara， 

鈴の 音アラ，

eniye hocoh百n[S : hocikonJ age ara， 

母の容姿のよい 子よアラ，

eniye bi te ara， 

母の私は今アラ，

弘
-
フ
払
-
フ

釦

ア

訂

ア

泌

を

か

e

の

昭
子
日
出
す

の

加

味

u
人

b
し

m
し

e

e

:

m

り

の

m
守

戸

ど

い

ω

見

gosime tembi ara， 
慈しみいますのかアラ，

oncohon tuheci obinggi [S : obonggiJ tucime， umuぬun [V， S : 

仰向けに割れれば 泡を 吹き，

umusuhunJ tuheci silenggi eyeme， oforo niyaki be oton de 
うつむけに割れれば唾沫が流れ，鼻 汁 を盆 に

18. waliyame， yasai muke be yala bira de eyebume songgoro de， dukai 
吐き出し，涙 をヤラ汚立流し 泣く とき，円の
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bade emu dara kumcuku (V， S : kumcuhunJ bucere hamika dara 

所に 1人の設が 曲がり〈今にも)死に そうな援 を

mehume yabure sa】ζdamafa jifi hu:lame hendume， 
かがめて歩く 老 翁が来て呼んで言う。

deyangku deyangku duka tuwakiyara 

デヤンク デ ヤンク問を守る

deyangku deyangku aguta sa donji 

デヤンク デヤンク 老兄等よ聞き給え。

deyangku deyangku sini 

デヤンク デヤンク あなたの

ejin (V， S : ejenJ de 

主人に

deyangku deyangku gene長 alarareo(S， TS. alanareo J 

デヤンクデヤンク行って 告げてくれ。

deyangku deyangku duka tulergide 

デヤンク デヤ ン ク 月 の 外 に

deyangku deyangku bucere sakda 

デヤンク デヤンク 死にかけの老人が

deyangku deyangku jihebi sereo 

デヤンク デヤンク 来ていると言ってくれo

deyangku deyangku majige acaki sereo 

デヤンク デヤンク ちょっと会いたいと言ってくれo

deyangku deyangku seme jihese (S : jihe seJ 

デヤンク デヤンクと 言いに来たと言い給えo

deyangku deyangku maj ige gunin 

デヤンク デヤンク 微 意を示そう為に

deyangku deyangku hoo言andeij im bi， 
デヤンク デヤンク 祇銭を焚きましょう o

deyangku deyangku 

デヤンク デヤンク

seme baire de duka tuwakiyaha niyalma dosifi baldu bayan de 

と 請う時，門 番の 者が 入ってパノレドゥパヤンに

ulara jakade， yuwan wai hendume 

伝えたので，員 外は言った O

19. absi jilaka h豆dun dosimbu belin age de waliyaha 

「何と可哀想な。いそいで招じ入れなさし )0 ベリンアゲに祭った

alin i gese yali efen be jekini， mederi gese arki 

山のような肉と露鋒 をお食べになるように，海の ような焼酎
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be omikini sehe manggi duka tuwakiyaha niyalma 

をお飲みになるようにjと 言ったので，門 番の 入は

sUJume gene五 tere sakda be h百lamedosimbufi， tere sakda dosime 

走って行ってその老人を 呼 び 入 れ さ せ た 。 その老人が入って

jidere de utala waliyara yaH， efen arki jergi be tuwaraku， 

来る時，これ程の祭りの 肉 欝鋒，焼酎等 には見向きもせず，

善uwe duleme genefi belin age i hobo hanci ilifi， gala hobo 
真草に通り過ぎ行ってベワンアゲの棺 近く 立ち，手で棺

be sujame bethe fekuceme den jilgan i songgome hendume 

を支え 足を諮みあげ高い声 で泣いて 言ったc

age i haji ara koro 

親愛なそなたアラコロ

absi udu [TS. uttuJ ara koro， 
何と こんなにアラコロ

jalgan foholon ara koro， 
命の 短いととか。アラコロ

sure banjiha ara koro， 

聴、明i乙生れたアラ コロ

seme donj iha ara koro 

と 開いたアラコロ

sungken aha bi ara koro 

髪に霜を得た奴才私もアラコロ

urgunjehe bihe ara koro 

喜乙んで いました。アラコ口

mergen age be ara koro 

智慧ある子をアラコロ

20. ujihe seme ara koro， 
養ったと アラコロ

algin donj ifi ara koro 

評判を聞き アラコロ

mentuhun aha bi ara koro 

愚か 者の私はアラコ 2

erehe bihe ara koro 

望んでおりました。アラコロ

erdemu bisire ara koro 

才徳をそなえたアラ コ ロ
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age be banjiha ara koro 

そなたが成長したアラコロ

seme donjifi ara koro 

と 聞き，アラコロ

ehelinggo [S : ehelinggu] 

庸劣

aha bi ara koro 

奴才の私はアラコロ

akdaha bihe ara koro 

頼みとしておりました。アラコロ

feng話enbisire ara koro 

幸福 であるアラコロ

age be donji五ara koro 

そなたの事を開き， アラコロ

ferguwehe bihe ara koro 

驚喜して お今ました。アラコロ

age absi buceheni ara koro 

そなたはどうして死んだのですか。アラコロ

galai falanggo [S : falanggU] dume fancame 

手の ひらを 打ち鳴らし いらだち』浪み

songgome 

泣き

fekuceme bucetei songgoro be dalbai niyalmasa gemu 

足を踏みしめ，いまにも死ぬほど泣くの に接の人びとは皆

yasai muke eyebumbi， yuwan wai sabufi言ar seme gosime tuwafi， 

涙 を 流した。員 外は見て慨然と 弾み 見て，

ini beyede etuhe suje sijihiyan CS : sijigiyanJ be sufi tere 

自分の身に 着けた結子の 上衣 を脱ぎその

sakdade buhe manggi tere sakda etuku be alime gai五beyedenere五

老人に与えると， その老人は着物を受け取ち身に羽識り

hobo ujui bade 

棺の頭 部に

21. tob seme ili五 emujergi boobe益urdemetuwa五ambarameemgeri 

真 直に 立ち，ひとめぐり家をまわって見て大きく 1度

sejile五 emu jergi jabcafi hendume bayan agu 

嘆息し 1 度 怪しみ各めて言う r長者様，

tuwahai sini jui sergudai 五yanggo be 

SI yasa 

員方は自で

見ながち実方の子セノレグダイフィヤンゴを(あの芝へ)

turibu五

落し遣る

unggimbio yaka bade mangga saman bici baime gaji五
のですか。 どこかに類稀な サマンがいれば頼んで連れて来て
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belin age be aitubureo， serede yuwan wai hendume aibide 

ペリンアゲを救わせませんか」と言うと員 外は言った。「何処に

sain saman bi 

良いサマンがいますか。

meni ere toksode 

私達のこの村荘に

emu ilan duin 

I人や 3人 4人の

saman bi， gemu buda holtome jetere saman sa， 
サマンはいます。皆 飯をだまして食べるサマン共です。

u

'

 

m
だ

a
こ

，G
争
心

majige arki， emu coko， heni efen jergi dobonggo [V， S : dobonJ 

少しの焼酎 1羽の鶏，僅かな偉鋒などの 供物を

e
 

m
え

也

な

'
M

そ

白
を

加

飯
-m
黍

e
 

m

'

 

h
え

お

供

wecere saman sa kai， niyalma be 

祭る すマン達です。人 を

weijubure sere anggala ini beye hono ya inenggi ai erinde 

蘇生させるというどころ か，彼自らですら何百 河時

bucere be gemu sarku， bairengge sakda mafa aika bade 

死ぬかを全く 知らないのです。どうか 老 会よ，もしも

sara mangga 

知っている秀れた

22. saman bici majige jorime alame bureo sehede， mafa 
サマンがおられれば，ちょっと指教し告げ、て下さい」と言うと翁は

hendume bayan agu si adarame sarku nio， ere baci 

言った。 r長者様，あなたはどうして知らないのですか。比延から

goro a主u nisihai birai dalin de tehe， teteke[S:tentekeJ gebungge 
遠くないニシハイ汚の岸 に住む こんなに有名な

hehe saman bi， ere saman erdemu amba bucehe niyalma 

女 サマンがいます。このサマンは才徳が偉大で死 人

be aitubume mutembi， tere be ainu baihanaraku 

を救うことができます。この入にどうして行って頼まないのですか。

tere saman J lClラ sergudai 五yanggo sere anggala uthai 

このサマンが来れば，セ jレグダイフィヤンゴというよりもすなわち

juwan sergudai sehe seme inu weijubume mutembi kai， suwe 
詩人のセルグダイだ とて，亦蘇生させられましょうぞ。あなた方

hudun baihaname gene， seme gisurefi elhe nuhan i yabume 

早く 探しにお行きなさい」と 言ってゆっくり と歩み去り，

amba duka be 

大 門を

tucime gene五 sunja

出て 行き 5 

boco 

色の

tugi 
弓=ff
二~

de 

iこ

tefi 

乗り，

mukdehebe duka tuwakiyara niyalma sabufi hahilame boode 

高く昇って行くのを門の番 人は 見て急いで 家に
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dosi五yuwanwai de alaha manggi， baldu 

入り員 外に告げると， パルドゥ

hendume urunakTI enduri jifi， 

言った。「きっと神が 来られて，

bayan 

ノてヤンは

urgunJeme 

喜んで

23. minde jorime taciburengge 

わたしに教えて下さったのだJ
seme 

と言い，

uthai untuhun baru 

ただちに空に [起って

hengkilefi ek語emebethe sefere CS : seberiJ sarala CS : sarlaJ akta 

PP頭し 急いで踏に白銀色の蹄をもった努皮(灰色〉の 露

rnorin yalu五， booi aha be dahalabufi， feksime goidahaku nisihai 

馬に乗り， 家 奴を従え， 疾駆しいくばくもなくニシハイ

birai dalin de isina五 tuwaci dergi dubede emu ajige hetu boo 

河の岸 に着いて見れば，東の端に 1つの小さな側房が

るi， baldu bayan tuwaci tulergide emu se asihan gehe 

Sうる O パノレドゥパヤンが見ると外で 1人の年少む

CS : gegeJ jurhun CS: jerguwenJ de oboho etuku be lakiyame 

婦人が 接木に洗った衣類を吊るし掛け

walgiyarnbi， baldu 

乾している O パノレドゥ

bayan hanci gene五 baimefonjime 

パヤン誌近づいて行き 尋ね問うた。

gehe ni言an saman i boo ya bade tehe bi， minde alame 

f婦人よ，ニシャンサマンの家は荷処にありますか。忍に言って

bureo serede tere hehe 

下さいj と言った持，その女性誌

lnJer益emeCS : ijarsameJ jorime 

にっこり笑い指示して

wargi dubede tehebi sere gisun de yuwan wai morin 

「西の端に 往んでいますjと 言 っ た 言 葉 に 員 外は馬に

yalurne feksime isina五tuwacih豆wai dolo emu niyalma dambagu 

乗り いそいで行って見ると星敷の内に 1人の入が たばこを

omime i1ihabi， 
吸って立っていた。

ebuho sabuho(S:ebuhu sabuhuJ morin ci ebu五

あたふたと 馬 から下ワ

24. hanci gene五baime sain agu wako CS: wakao]， ni品an saman 

近づいて行き詰うた。「老先生ではありませんか。ニシャンサマン

て

h
し

戸
果

。
は

初

家
ー
の

ya emke inu， 

どのような 1軒 なのですか。
e
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alame bureo 

告げて下さいj

serede 

と言うと，

tere niyalma hendume si ainu 

その人は 言った。 rそなたは何故

gelehe goloho durun i eksembi， yuwan wai hendume 

恐れ おののいた様子で急いでいなさるのかム員外は 言った。



minde oyonggo ekきere baita bi五 age de fonj ime dacilam bi， 

「私にさし迫ったいそぎの用があって，先生にたずね問うのです。

gosici minde alame bureo， tere niyalma uthai hendume 

お願いですか与私に告げて下さい」。その人は すぐさま言った。

si teni dergide fonjiha etuku silgiyafi walgiyara tere 

「貴方がたった今東で たずねた衣服を洗って乾していたその

hehe uthai saman inu， 
女性がつまりそのサマンです。

kai， tere 

のだね。その

saman be baire 

サマンに 5毒う

agu 

尊兄は

taゑarabume

嘘をつかれて

holtobuha 

だまされた

de saikan i 

時， よくよく

gingguleme 

かしこみ敬って

baisu， guwa saman de duibuleci ojoraku ere saman 

請いなさい。別のサマンと比較は 出来ません。 このサマンは

umesi dahabume kundulere de amuran sefi， baldu 

よくよくへりくだった敬慶さ が好きなのです」と言った。パノレドゥ

bayan tere niyalma de baniha bu五morinyalu五dahume

パヤン は そ の 人 に礼を して馬に乗り再び

25. feksime dergi dubede isinjifi， morin ci ebufi boode dosifi， tuwaci 

疾駆して東の端に 着いた。馬 から下り家に入り，見ると

julergi nahan de emu funiyehe saraka sakda mama tehebi， jun i 

南 坑 に 1人の髪の 真白な老 婆 が い た 。 竃 の

angga 

焚口の

bade 

所には

emu se asigan (S : asihanJ hehe dambagu be 

1人の年 若い 女 が 煙 草 を

gocime ilihabi， yuwan wai gunici ere nahan de tehe 

引き寄せ立っていた。員 外は思った。「この坑 に坐っている

sakda mama jiduji saman dere seme nada (D : nade J 

老 婆がきっと サマン なのだろう j と 地面に

niyak百rafibaire de sakda mama hendume bi saman waka 

覧き 請うと老 婆は言った。「私はサマンではありませんO

agu Sl ぬきarabuhabi， jun bade ilihangge mini urun， 

尊兄，あなた泣間違っています。竃の所に立っているのが私の嫁で

saman inu serede baldu bayan uthai ili五 ere

サマンなのですJと言うと，パノレドゥパヤンはすぐさま立ってこの

gehe (S : gege J de niyakura五 baimehend umeヲ samangehe (S : gege J 

女性に詫き 請うて言った。「サマン女様，

amba algin algikabi gebu gutubume tucikebi， 

名 声は援がっており，御令名はかたじけなくも現れ出ております。
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orin saman i oilori， dehi saman deleri turgunde， 

20人のサマンの浮薄さと， 40人のサマンの軽撲さの故に(お頼み

bairengge han julhun be 

に来ました〉。どうか 帝の卦 を

26. tuwabume jorimbureo [S : joribureo J 

示し 指教していただきたい

se立le

と思い，
。

たT
レ

民
税乙

e
j
 

・
沼
郡

民

お

gehe jobombi seme ainara sar seme gosi五alginbe 

貴女が苦しんだとてどうなりましょうぞ。関然として憐み令名を

gaime bureo serede tere hehe injerseme [S : ijar認 meJhendume 

得て 下さいJと言う と そ の 女 は にっこり笑って言ったo

bayan agu be holtoraku， mini beye ice taci五

「尊 兄 を欺いたのではありません。わたくし自身最近学んだ

goidaha aku de han julhun tuwarengge tondo aku 

ばかりなので 帝の卦を 占う乙とが公平にいかないのでは

ayoo ume baita be tookabure gUwa erdemungge saman 

あるまいか。決して事 を誤つことのない他の有徳の サマン

sabe bai五 erdekeni tuwabuna ume 

等に 頼んで 阜く 行って見てもちいなさい。 決して

heoledere serede baldu bayan yasai muke eyebume， 

怠ってはいけませんj と言うとパjレドゥパヤンは涙を 流し，

hengkiseme dahUn dabtan i baire jakade， saman hendume 
つづけざまに叩頭し，繰返し重ねて請うたので，サマンは言った。

tuktan jihebe dahame， emu mudan tuwambureo 

「初めて来 bれたのだから 1 度だけ見てあげましょう O

guwa 

他の

niyalma oho bici ainaha seme tuwar叫cUbihe 

入 なちば 決して 見てあげませんでしたのに」

sefi 

と言い

dere yasa obufi [V， S:obo五J，hiyan dere faida五， muheliyen tonio be 

顔と眼を 洗 い ， 香 案を並べ，冨い 碁石を

muke de maktafi， falan dulin de mulan 

水 に投入れ，土問のなかばに椅子

27. teku be sinda五samanbeye ice[V， S:iciJ galai yemcen [V， S:imcinJ 

座席を置きサマン自ら 右子に 男子鼓

be jafa五hash吾 galaihailan moo gisun be halhi五 [V，S : halgi五)

を取り左 手に検 木のばちを 捲きつけ，

teku de teme yemcen be torgime 

産席に座し男子鼓を ま わ し キ
己

〕

う

たm
た

戸
ち

mv
打

baime deribuhe 

請い願い始めた。

。。



hocohiin(S: hocikonJ jilgan hobage be hiilame den jilgan deyangku 

すずしい声でホバゲを唱し 高い声で デヤンク

be dahinjime(V， S:dahinjemeJ yayame(yayadameJ bai五 weceku

を 繰返し 語 念 し 請 い 顕 い ， 神 霊

be beyede singgebuii baldu bayan nade niyak琶ra五donjimbi，
を身体に乗り移らせた。パノレドゥパヤンは地に覧き 聞いた。

yayame (yayadame J 

語念し

deribuhe， jorime yayaha 

はじゐた。 示し

nlsan saman 

ニシャンサマンは

(yayadaha J gisun， 

語念した言葉。

eikule yekule ere baldu halai 

エイクレエクレこのバノレドゥ姓の

eikule yekule muduri aniyangga 

エイクレエクレ竜 年生れの

eikule yekule haha si donj i 

エイクレヱクレ男， 貴方開き給え。

eikule yekule han be tuwabume 

エイクレエクレ帝をして謁見させるために

eikule yekule j ihe age 

エイクレエクレ来た尊兄。

eikule yekule getuken donji 

エイクレエクレはっきりと開き給え。

eikule yekule wake seci 

エイクレエクレそうではないと思えば

eikule yekule wake 

エイクレエクレそうではないと

sebai (S : seるaiJ

言えばよい。

28. eikule 

ヱイクレ

eikule 

エイクレ

eikule 

ヱイクレ

yekule holo seci 

エクレ違っていると思えば

yekule holo sebai (S : seるaiJ

エクレ違っていると言えばよい。

yekule holo saman holtombi 

エクレにせのサマンは欺く O

eikule yekule su wende alarao 

エイクレエクレそなた等に告げ、てもらえまいか。

eikule yekule orin sunja sede 

エイクレヱクレ 25 歳で，

po 



eikule 
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eikule yekule tofohon se ofI 

エイクレエクレ 15 歳になり，

eikule yekule heng langきan

エイクレエクレへンランシャン

eikule yekule alin de 

エイクレエクレ山 に

eikule yekule abalame gene五

エイクレエクレ狩に 行ったo

eikule yekule tere alin de 

エイ クレ エク レその山で

eikule yekule kumuru hutu 

エイクレエクレクムノレ 鬼が

eikule yekule sini jui i 

エイクレエクレそなたの子の

eikule yekule fainggo [V， S : fayangga J be 
エイクレエクレ 魂 を

eikule 

エイクレ

eikule 

エイクレ

yekule jafame je五

エクレ取って食べた。

yekule ini beye 

エクレ彼の身体は

eikule yekule nimekuちahafi

エイクレエクレ病を 得て

eikule yekule bucehe bi 

ヱイクレエクレ死んでしまった。

eikule yekule tereci juse 

エイクレヱクレそれから子を

eikule yekule ujihe ak百bi

エイクレヱクレ育てたこともなかったが，

eikule yekule susai sede 

エイクレエクレ 50 歳で

29. eikule yekule emu haha jui 

エイクレヱクレ 1人 の 男 の 子 が
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eikule yekule sabu五 ujihebi

ヱイクレヱクレ現われて養ったo

eikule yekule susai sede 

エイクレエクレ 50 歳で

eikule yekule banjiha ofi 

エイ ク レ エ ク レ 生れたので

eikule yekule gebube sergudai 

エイクレヱクレ名前をセノレグダイ

eikule yekule五yanggo sembi 

ヱイクレエクレフィヤンゴと呼ぶ

eikule yekule seme gebulehebi 

エイクレエクレと 名づけた。

eikule yekule mergen gebu mukdehebi 

エイクレエクレ賢い 名は揚り，

eikule yekule amba gebu tucikebi 

エイクレエクレ撞大な名が現われ出た。

eikule yekule tofohon se 0五

エイクレエクレ 15 歳になり，

eikule yekule julergi alin de 

エイクレエクレ南む 山 で

eikule yekule gurgu be ambula 

エイクレエクレ 獣 をたくさん

eikule yekule waha turgunde 

エイクレヱクレ殺したため，

eikule yekule ilmun han ，donji五

エイクレヱクレ閤羅王が毘き，

eikule yekule hutu be takura五

ヱイクレエクレ鬼 をつかわし，

eikule yekule fainggo (fayanggaJ be jafa五

エイクレエクレ 魂 を奪い取り，

eikule yekule gamaha bi kai 

エイクレエクレ持ち去ったのだ。

eikule yekule weijubure de mangga 
エイクレエクレ蘇 生 はむづかしく，

eikule yekule aitubure de jobombi 
エイクレエクレ助け出すのに苦労する O
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eikule yekule inu seci inu 

エイクレエクレ是(そのとおり〉なちば是〈そのとおり〉

se 

と言いなさい。

30. eikule yekule waka seci 

エイクレエクレそうではないと患えば，

waka se 

そうではないと言いなさい。

eikule yekule 

エイクレエクレG

baldu bayan hengkiseme hendume wecen [V， S : wecekuJ i 

パjレドゥパヤンは続けて叩頭し言った。「 神霊 の

alahangge， geren julen i jorihangge gemu inu 

告げたことも，もろもろの語読の指示したことも，皆その通りですJ

sehe manggi saman emge [V， S : em註eJ hiyan be jafa五

と言ったので， サマンは ひとつかみの 香 を 取り

weshume [V: wesihumeJ gelabu五 yemcengisun jergi 

捧げ 正気にかえり男子鼓ばち(鼓推) 等

be bargiya丘るaldu bayan dabtan i nade niyak吾ra五 songgome

を収めた。 パノレドゥパヤンは重ねて 地iζ 捻き 泣いて

hendume saman gehe i gosime tuwahangge gemu yargiyan 

言った。「サマン女様の憐れみ見立てられたことは皆 事実と

acanambi acanara be dahame gosici beyebe jobobume 

符合しています O 符合しておりますのでどうか御苦労をおかけしますが，

mini fosihrrn [V， S : fusihrrnJ boode mini jui i indahrrn gese ergen 

私の 揺 屋 で 私 の 子 の 犬 の よ う な 生 命

be aitubureo， ergen baha erinde enduri wecen be onggoroo 

を助けて下さい。生命を得た時に 神 祭 を忘れる

dorombio [K : doro bioJ， mini beye baiha be 

道理がありましょうか。 忍 自身がお顕いした

dahame basan 

ので

[basa J be cash百lara dorombio[K: doro bioJ sehe manggi ni句 n

礼物の義理を欠く道理がありましょうぞJと言ったので，ニシャン

saman hendume sini boode ere jui i emu inenggi 

サマンは言った。「そなたの家にこの子と同じ日に

indah五nbi， 

犬がいますね。
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31. geli ilan anlya amila coko， mlsun jergl amba muru bodoci 

又 3 歳の 雄 雲監， 味噌 等は 大 概 想うに

bidere seme fonj irede るaldu bayan hendume 

あるのでしょうねJ と たずねると パノレドゥノてヤンは 言った。

bisirengge yargiyan tuwahangge tondo kai， 

「あると言われた物は真実(にあり入 お見立ては 正しい。

ferguwecuke enduri saman kai， te bi bahaci amba ah百ra(V，S: 

奇しき 神の サマンぞ。今私は出来たら大きな

ag吾raJbe 総量abumbiujen ah吾ri(S:ag立raJbe unume gamaki 

器物 を動かそう O 重い 道具を背負い持って行こう

sembi， bairengge mini jui i ajigen ergen be aitubureo 

と思う。どうか 志の子の幼ない命 を助け給えJ ム」

白

う

詑
号
一
口

山内と

nisan saman injeme hendume ajige eberi saman 

ニシャンサマンは笑って言った。 Iノトさな 力足りぬ サマンが

ainaha icihiyame mutebure mekelen(V， S:mekeleJ bade ulin 

どうして処理し 得ましょう O 無駄な 事に財宝や

menggun fayambi 

銀を 費しますね。

tusa aku 

益 なき

bade turgin (V， S: turigenJjiha 
事に 工銭を

wajimbi， guwa mutere saman sabe baisu， bi serengge 

はたきますね。別の有能なサマン等に尋ねなされ。わたしという者は

teni taciha saman tesu 

やっと学んだサマンで，本当には

bahara unde， 

まだ会得してはおりません。

lce 

初

taciha saman 

学のサマンで，

ilban (V: albanJるaharaunde， aibe sambi 

宮許を得ておりません。 荷を知っており

serede baldu bayan niyak召ra五

ましょうぞ」と言うと，パノレドゥパヤンは 覧き，

32. hengkileme gosiholome songgome bairengge saman gehe mini jui i 

叩頭し 閣突し 泣き 請うた。「サマン女様，私の子の

ergen be aitubuci aisin menggun alha gecuhuri [S: gecuheriJ 

命 を助けて下されば金 銀 花模様の 勝額，

akta morin ihan honin jergi adun be dulin dendeme bu五 baili

麗 馬， 牛， 羊 等の牧群を半分分けて きしるげ，患

de karulambi， sehe， manggi ni語an saman arga aku hendume 

に報います」と言ったので， ニシャンサマンは仕方なく言った。

bayan agu ilii(V， S : iliJ bi bai emu mudan geneme tuwaki， 
「長者援お起きなさい。怠はただ l 度だけ 行って見ましょう O
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33. 

jab~abuci inu ume urgunjere ufarabuci inu ume 

僕律でうまくいっても 喜とんではいけません。失敗しで も

usahara [S : ushara]， ere jergi gisun be getuken i 

怨んでは いけません。これらの言葉をはっきりと毘きとどけ

donjihao sehede， baldu bayan 

てくれましたか」と言うと，パノレドゥ /イヤンは
ambula 

大いに

urgunJeme 

よろこび，

uba1iyame ilifi aname dambagu tebume baniha 

身をひるがえして立ち上り，つづいてタバコを窪管につめ， 感謝を

morin yalu五boo baru j ime bume waji五 uce tucime 

捧げ 完 り ， 問 を 出 ， 馬iこ 乗ち 家に向い帰って来ると，

uthai ahalji bahalji sebe h百la五hahilamegiyoo [V， S: kiyoo J 

ただちにアハノレジパハ/レジ等を呼び「急いで 稿，

sejen morin jergi be belhe五samanるe ganareo serede 

車， 馬 等 を備え， サマンを行ってお連れ申せj と言うと，

uthai gemu teksin yungkiyan [V : yongkiyan] tohome 

すぐさま 皆 きちんと すっか今 馬の支度を

belhe五 ahalji bahalji se geren be gaime saman be okdonome 

ととのえ， アハルジパハルジ等は衆 を率い サマンを迎えに

yabume goidahak五 nisihai birai dalin i niきan saman 1 

行き， いくばくもなくニシハイ河の岸 のニシャンサマン の

boode isina五 samanbe aca五 elhebai五weceku

家に 至ぜった。サマンに会って請安し， 神霊や

gUlse 

榎

jergi be 

等を

ilan sejen de dendeme tebu五 saman

三台の車 に 分け て 乗せサマンは

giyoo [V， S : kiyoo] de 

轄に

te五 jakun asihata tukiyeme deyere gese dartai andande yuwan 

坐し八人の少年等が携 ぎ 飛ぶが如くたちまちにして 員

wai i boode isinjifi baldu bayan okdome dosimbufi weceku 

外の屋敷に着いた。パノレドゥバヤンは迎え 入れ 神霊，

guisebe amba nahan i dulin de faida五dereyasa obo五hiyanda bufi 

檀等を大 坑 の中 程に並べ，顔と自を洗い香を焚き，

ilan jergi hengkile五amalasaman dere obofi buda belhefi jeme 

3 度 叩頭した後， サマンは顔を洗い飯をそなえ食べ

waji五usihinfungku i dere mafula五[S:mabulafiJyemcen[V， S:imcinJ 

終り，濡れた手市で顔を 拭い 男子鼓を

belhe五wecekude yayame [V， S: yayadame J baime yemcen [imcinJ 

備え，神霊に 請念し請うて 男子鼓
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tungken forire de emu ga誌 nde bisire ilan duin 

太鼓を打ち鳴らすと，同じ村落 にいる 3 4入の

34. saman sa dahalame yemcen C i泡 cinJ forici gemu 

サマン等が後について 男太鼓を打ち鳴らすけれども皆

mudande acanarak百 ojorojakade， nisan saman hendume ere 

語子が 合わない ので，ニシャンサマンは言った。「この

gese teksin aku oci absi hanilambi [D: hanalambiJ 

ようにきちんとそろわないのならどうして 冥府に行けようぞ」

serede yuwan wai jabume meni emu tokso de yargiyan 

というと員 外 は 答 えて「わたくし共の同じ村荘には本当に

mutere niyalma ak吾 oho， saman gehe [S : gege J de daci 

能ある人が いなくなった。サマン 女様にもとから

dahalaha da jari bici ala五 ganabuki

付き隠った頭の助薦亙が あれば， 告げてつれに行かせましょう」

sehede， nisan saman hendume meni ga善ande主ehenadanju 

というと，ニシャンサマンは言った。「私共の村荘に住む 70

sede uj ihe em u nara五yanggo[V， S :五yangg百Jbihebi， ere 

歳の時に養った 1人のナラ フィヤンゴがいます。この

niyalma cingkai dahalara be dahame yemcen geyen 

入は 非常に(早くか与〉付き詰っているので 男太鼓 拍子器

jergide gemu ureshun gese ere niyalma jici yargiyan 

等に 皆 習熟しているようです。この人が 来たら本当に

i joboraku ぬきunijish豆nbihe， serede 

とし、うと心配なく斉全と煩謂 でした」

ahalj i be em u morin yalubume emu 

アハルジを 1匹の 馬に 乗せ 1匹の

yuwan wai uthai 

員 外はすぐさま

morin be kutuleme 

馬 を ひき

hahilame nara五yanggo[fiyangg百Jage be ganabuha， goidahaku 

いそいでナラ フィヤンゴアゲを連れにやった。程なく

35. isinjifi morin ci ebu五 baldu bayan okdome boode dosime 

着き 馬 から下りた。パノレドゥバヤンが迎えに家に 入り

jiderede ni語an saman sa bu五 injemehendume weceku de husun 
来る時，ニシャンサマンは見て笑って言った。「神霊 に力を

bure 

与える

wesih un agu j iheo endu CS : enduriJ de aisilara 

貴 兄が来たのか。

erdemu age nari 

有徳の老兄，ナリ

五yanggoC五yangguJ
フィヤンゴ
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donji， 

開きなさい。

gehe CS : gegeJ minde saikan i mudan 

姉の私に よく 詔子を

acabume 

合わせて

aisila fe ilbaha [五:ilimbahaJbe dahame yemcen(imcinJ 

助けなさい。 I日くかち 慣れて いるので 男手鼓，

tungken 

太鼓

be deo jari de nta akdahabi 

は 弟， 助産亙〈あなた)を国く頼りにしています。

muterakrr oci solho[S : solohiJ ucihin [V， S: usihinJ burihe， 

もしできなければ いたちの 湿った皮を張った

sokrr [V， S : suk百Jgisen [V， S : gisunJ ci wesihun i suksaha be 

皮 ばちでそなたの太設を

tantambi， 

打ちますぞ。

geyen yayan de acanarakrr oci， uli moo i 

拍子器を語念 に合わせられねば，にわうめの木の

usihin gisen [V， S : gisunJ ci ura be tantambi， sehe manggi nari 

湿った ばちでしりを打ちますぞ」と言うと，ナ リ

五yanggo injeme hendume etenggi saman， demungge ni訟 n

フィヤンゴは笑って言った。「力豊かなサマン，異行の ニシャン，

deo bi saha labdu taciburebe baiburak吾 sen nahan 

弟の私は知っています。多くの教えは いりませぬj と言い，坑

de te五 caibuda dagilame 

に坐し茶，飯を備え

36. waji五uthai tungken dume acabumbi， tereci ni品an saman 

終り すぐさま鼓を 打ち合わせる O それよりニシャンサマンは

beyede ibagan i etuku， sisa 
身体に鬼怪 の寂， 接鈴，

hosihan [V， S : h百sihanJbe etume 

女揺 を着け

hrrwaitan， uyun cecike yekse be ujude huk記 長 言unggayan beye 

結び， 九 雀 神椙を頭に載せ，すらりとした身体 を

sunggeljere fodoho i gese， uyaljame yang cun i 

揺れる 椀 のようにくねらせ，揚 春の

mudan be 

曲 を

alh百dame，amba jilgan i acingiyame [S : acinggiyameJ， den jilgan 

模し， 大声で 揺り動き， 高い声

i dekennimeラ haihrrnggamudan hayaljame narh百njilgan nadame 

で声高に歌い，柔い 声で捧をくねらせ，細い 声で

[S : nandame J yayame baire gisun， 
請い求め語念し祈り求めた言葉

hoge yage wehei ukdun 

ホゲヤゲ石の 洞 窟

円

i



hoge yage u主came jidereo 

ホゲヤゲ脱け出て来ませ。

hoge yage hahilame e bunj ireo 

ホゲヤゲいそぎ降りて来ませo

hoge yage 

ホゲヤゲ

serede saman 

というとサマンは

holhinafi (S: hulhida五J fikenci (D :五heciJ 五ta

意識もおぼろとなり， 霊気に満ちみっと， 固く

singgeme weceku dosifi gaitai weihe saime yayame alame， 

J寺中に 神霊が乗り移り，たちまち醤を授みしめ語念し告げた。

hoge yage dalbade iliha 

ホ ゲ ヤ ゲ 接 に 立った

hoge yage dalaha jari 

ホゲヤゲ頭となった助穣Ao

hoge yage adame iliha 

ホ ゲ ヤ ゲ 並 ん で 立った

37. hoge yage amba jari 

ホゲヤゲ大 助穣亙。
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hoge yage haihungga jari 

ホゲヤゲ柔和な 助譲A。

hoge yage加工'demeiliha 

ホゲヤゲまわりに立った

hoge yage sure jari 

ホ ゲ ヤ ゲ 韓 明 な助譲E区。

hoge yage nekeliyenゑanbe 

ホ ゲ ヤ ゲ 薄 い 耳を

hoge yage nei五 donji

ホゲヤゲ開いて毘きませ。

hoge yage giramin (V， S : jiraminJ鈎 nbe 

ホゲヤゲ 厚い耳を

hoge yage gida五 donji

ホゲヤゲ閉じて開きませ。

hoge yage amila coko be 

ホゲヤゲ雄 難を
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hoge yage uju bade 

ホゲヤゲ頭の所i乙

hoge yage hrrwaita五belhe

ホゲヤゲ縛って備えよ O

hoge yage kuri indah ITn be 

ホゲヤゲ禁狗〈虎の斑紋のある犬)を

hoge yage bethe j akade 

ホゲヤゲ足のそばに

hoge yage sidere五belhe

ホゲヤゲ繋いで錆えよ。

hoge yage tanggIT dalhan (V， S : dalganJ 

ホ ゲ ヤ ゲ 100の 塊の

hoge yage fe misun be 
ホゲヤゲ古い味噌を

hoge yage dalbade sinda 

ホゲヤゲ傍に 置きなさい。

hoge yage tangg百 sefere

ホ ゲ ヤ ゲ 100 帖の

hoge yage suseri hoo言anbe 

ホゲ ヤ ゲ 自 棄紙 を

hoge yage hosifi (h ITsi五Jbelhe 

ホ ゲ ヤ ゲ 包んで備えよ。

hoge yage farhrrn bade 

ホゲヤゲ麗黒の処に

hoge yage fainggo [V， S : fayanggaJ be farganambi 

ホ ゲ ヤ ゲ 魂 を追い求めて行く O

hoge yage bucehe gurun de 

ホゲヤゲ黄泉の 菌 へ

hoge yage buhime [S : buhiyeme J genembi 

ホ ゲ ヤ ゲ 疑い迷い行く O

38. hoge yage ehe bade 

ホゲヤゲ悪所に

hoge yage ergen be ganambi 

ホゲヤゲ生命を取りに行く O

hoge yage tuheke fainggo (fayanggaJ be 

ホゲヤゲ落ちた 魂 を
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hoge yage tungiyeme (S : tunggiyeme J yombi 

ホゲヤゲ 拾いに 行く。

hoge yage akdaha jari 

ホゲヤゲ信頼する勤講亙。

hoge yage yarume gamareo 

ホゲヤゲ導き 連れて行ってくれc

hoge yage yargiyan fede 

ホゲヤゲ本当に奮発して

hoge yage aitubume jidere de 

ホゲ ヤ ゲ 助 け て 帰って来た ら，
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hoge yage orin damjin (V， S : damjanJ 

ホゲヤゲ 20 荷の

hoge yage muke makta 

ホゲヤゲ水を撒け。

hoge yage dere如 rdeme

ホ ゲ ヤ ゲ 顔 の ま わりに

hoge yage dehi hunio 

ホゲヤゲ 40 揮の

hoge yage muke hungkure (V， S : hungkereJ 

ホ ゲ ヤ ゲ 水 を かけよ。

hoge yage 

ホゲヤゲ。

seme ala五 uthai fahabume guwaliyame tuheke manggi jari 

と 唱えてすぐさまくちくらと呂がくちみ部れたので， 助穣亙

nari fiyanggo okdome dedubu五 sisa hosihan (V， S : h吾sihanJ

ナリフィヤンゴは近寄り 寝かせ， 鈴， 女捷

jergi be dasata五 cokoindah百nbe h uwaita五， misun hoo誌 a

などの身なりをととのえ，難，犬 を縛りつけ，味噌，紙

jergi be faidame sindafi ini beye saman i adame士efi weceku 

等 を列べ 置き， 自 分 自 身 も サ マ ン と 並 び 坐 し ， 神 霊 を

五demeyarume gamara gisun i nari五yanggo yemcen (imcinJ 

移し き!導しつれて行く言葉でナリフィヤンゴは 男子鼓

be jafa五

を取り，
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39. yayame [yayadame J deribuhe terei geyen 

語念し 始めた。その歌謡。

cingelji ingelji dengjan ayan be 

チンゲルジインゲノレジ灯火， 蟻;場を

cingelji ingelji farhun obu五

チンゲノレジインゲjレジ暗く し，

cingelji ingelji ineku yamji de 

チンゲノレジインゲノレジ今 宵，

cingelji ingelji bayara halai 

チンゲルジインゲノレジパヤラ姓の

cingelji 

チンゲノレジ

d
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チ

ingelji sergudai 五yanggo

インゲノレジセノレグダイ フィヤンゴの

ingelji fainggo [V， S : fayanggaJ 

インゲノレジ 魂り

jalin 

為に

cingelji ingelji hungken de huju五

チンゲノレジインゲノレジ叩頭し ひれ伏し，

cingelji ingelji farh百nbade 

チンゲノレジインゲノレジ暗い 所に

cingelji ingelji fainggoるefargambi 

チンゲルジインゲノレジ魂 を追い求むo

cingelji ingelji ehe bade 

チンゲjレジインゲノレジ悪い所に

cingelji ingelji ergen be ganambi 

チンゲノレジインゲノレジ生命 を連れに行く。

cingelji ingelji tuheke fainggo be 

チンゲノレジインゲノレジ落ちた 魂 を

cingelji ingelji tunkiyeme [V， S : tukiyemeJgajimbi 

チンゲノレジインゲノレジ 拾いあげ連れ帰る O

cingelji ingelji hutu de hosungge CS: husunggeJ 

チンゲノレジインゲノレジ鬼に 力，

cingelji ingelji ibagan de icingga 

チンゲノレジインゲノレジ妖怪 に 能，

cingelji ingelji abkai fejergide 

チンゲノレジインゲノレジ天の 下に

cingelji ingelji algin bihe 
チンゲノレジインゲルジ令名あり，
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cingelji ingelji geren gurunde 

チンゲルジインゲノレジ諸 国に

cingelji ingelji gebu bihe 

チンゲルジインゲノレジ名声を得たのだ。

cingelji ingelji 

チンゲノレジインゲルジ

sefi nisan 

と言った O ニシャン

40. saman coko indahun be kutulefi misun hoo語anbe meiherefi geren 

サマンは難， 犬 を牽き 味噌，紙 を肩にかけ，諸

weceku surdeme dahala五bucehegurun i bar・uilmun han be baime 

神霊をまわりに従え， 黄泉の国へと 関羅王を探し求め

genere de gurgu wecen [玄:weceku J feksime， gasha wecen deyeme， 
行く 時，獣の 神霊は馳け， 鳥の神霊は飛び，

meihe jabjan muyaljime [S : midaljameJ edun su i gese yabume 

蛇 や辞は 蛇行し， 思か旋風の如く行き，

emu birai cikin dalin de isinj通話urdemetuwaci umai 

とあ る河の岸 辺 に着いた。あたりを見わたすと， 何処にも

doore bak百 [S: ba ak百J bime dok百n [V， S : dogonJ weihu geli 

渡し場は なく， 渡し 船も見当

saburaku jing ni facihiyasame tuwara nam匂 ncargi bakcin dalin 

ちなかった。ちょうど圏り切って見渡したその時，彼方の対 岸

de emu niyalma weihu be surume yabumbi， nlsan saman 

にひとりむ人が 独木掛に梓さし行く O ニシャンサマンは

sabu五h百lame hendume， 

見て呼びかけて言う O

hobage yeるagedog五n [V， S : dogonJ dobure [V: doobureJ 

ホパゲヱパゲ 渡し場の 渡しの

hobage yeちagedoholo [V， S : doholonJ age 

ホパゲエパゲ 肢の 尊兄0

hobage yebage donjime gaisu 

ホパゲヱパゲ笥き 取りなさいo

hobage yebage nekeliyen san be 

ホパゲエパゲ薄い 耳を

41. hobage yebage nei五 donji

ホパゲエパゲ開いて聞きなさいc
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hobage yebage giramin [V， S : jiraminJ益anbe 

ホパゲエパゲ 厚い耳を

hobage yebage gida五donjireo

ホパゲエパゲ崖えて開いてくれ。

hobage yebage arsun [S: ersunJ laihi [V， S : laih百nJ

ホパゲエパゲ 醜い 無頼者，

hobage yebage ejeme donjireo 

ホ パ ゲ エ パ ゲ 心に埠えて聞いてくれo

hobage yebage wecen sain de 

ホ パ ゲ エ パ ゲ祭がよいと

hobage yebage wesihun oho 

ホパゲエパゲ富み 栄え，

hobage yebage jukten sain de 

ホパゲエパゲ祭が良いと

hobage yebage julesi oho 

ホパゲエパゲ前向きになる O

hobage yebage ejin [V， S : ejenJ i1i五
ホパゲエパゲ 主人は立って

hobage yebage erdemungge oho 

ホパゲエパゲ徳高き者と なる G

hobage yebage amai dacin [8 : dancanJ de 

ホパゲエパゲ父親の 実家 に

hobage yebage acame genembi 

ホパゲエパゲ会いに行く O

hobage yebage eniyei dancin [S : dancanJ de 

ホパゲエパゲ母親の 実家 に

hobage yebage ergeneme [S : ergendumeJ yumbi [D:yombiJ 

ホパゲヱバゲ 共に安らぎに 行く O

ho bage ye bage goro mafa boode 

ホパゲエパゲ外桓父(母の父)の家に

hobage yebage goirame [D: goimarameJ genembi 

ホパゲエパゲ 様子よく振舞に 行く O

hobage yebage goro mama bade 

ホパゲエパゲ外祖母(母の号)の所に

hobage ye bage maksime yombi 
ホパゲヱパゲ舞いに 行く O

っ“口。
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hobage yebage deherne boode 

ホパゲエパゲ嬢父〈母の妹の夫)の家に

hobage yebage dekdeserne [dekderserneJ genernbi 

ホパゲエパゲ 心を呼醒ましに行く c

42. hobage yebage ecike i boode 

ホパゲエパゲ叔父〈父の弟)の家に

hobage yebage ergen be ganarnbi 

ホバゲエパゲ生命を取りに行く 0

hobage yebage rnirnbe doobuci 

ホパゲエパゲわたしを渡らせれば

hobage yebage rnisun burnbi 
ホパゲエパゲ味噌をあげ、ょう O

hobage yebage hudun doobuci 

ホパゲエパゲはやく渡らせれば

hobage yebage hoo句 nburnbi 

ホパゲエパゲ紙を あげよう G

hobage yebage bai dooburaku， 
ホパゲエパゲただでは渡与せぬのなら

hobage yebage basan [V， S : basaJ burnbi 

ホパゲエパゲ ネし物をあげよう o

hobage yebage unenggi doobuci 

ホパゲヱパゲ本当に渡らせれば

hobage yebage ulin burnbi 

ホパゲヱパゲ財貨をあげよう G

hobage yebage hahilarne doobuci 

ホパゲエパゲいそいで渡らせれば

hobage yebage hatan arki 

ホパゲヱパゲ強い焼酎を

hobage yebage aliburne burnbi 

ホパゲヱパゲ献じ て 上 げ よ う o

hobage yebage ehe bade 

ホ パ ゲ ヱ パ ゲ 悪 い所に

hobage yebage ergen be jolinarnbi 

ホパゲエパゲ生命を噴いに行く o

hobage yebage farhun bade 
ホパゲエパゲ錐i培 の 所 に
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hobage yebage fainggo [V， 8 : fayanggaJ be farganambi 

ホパゲエパゲ 霊魂 を追って行く O

hobage yebage 

ホパゲエパゲ

serede doholo laihi [V， 8: laih芭nJdonji五hontohocuwan be hon主oho

と言うと，毅の 無頼者が聞き，破れ 船 を破れ

selbi i selbime bakcin ergi dalin de isinjifi nisan 

擢 で濯いで向い(こちら)鶴の岸 へやって来た。ニシャン

saman tuwaci yasa gakta [8 : gakdaJ 

サマンが見ると，呂が 片目，

43. oforo waik五 [8: waikuJ，品an kemteku， uju kalji [V， 8 : kaljaJ， 

44. 

鼻が 曲がり，耳が墜し漬され， 頭は 禿げ上り，

bethe doholo [V， 8 : doholonJ gala gaba [S : gafaJ， 

定iま 鼓， 手の指が曲がっていた。

hendume saman hehe nio aika guwa niyalma oho 

言った。「サマン女様か。もし他の人 だった

hanci ji五

近くに来て

biheci ainaha 

なら 決して

seme dooるurakubihe， gebu algin be donjime takame 0五

渡さないところだった。名 声 を関き 知 っ て お り，

giyan i ere mudan mergen gebu tucire hesebun giyan 0五，

必らずやこのたび 賢 名の現われるべき天命道理であって，

arga aku simbe doobumbi se五 nl語an saman 

ほかに仕様もなくあなたを渡すJ と言った。ニシャンサマンは

weih u de tafafi doholo ( doholon J laihi (1aih五nJ語urku(V， S:surukuJ 
独木船に乗った。 鼓の 無頼者が 梓

i 品urume， selbi selbime cargi bakcin de doobuha manggi niきan

で訟をやり，擢を漕ぎ彼方の対岸 に渡した 後， ニシャン

saman baniha bume ere majige 

サマンは感謝を述べ「このわずかの

untuhun g召nin i1an dalhan 
す 志の三塊の

misun， ilan sefere hoo善anbe gemu bargiyame werireo se五，

味噌 3 帖の紙 をみな収めておいておくれ」と言った。

geli fonj ime ere 

又問うて， Iこの

dogun (V， S : dogonJ be yaka niyalma dome 

渡し場を誰ぞ人が 渡って

(V， S : doome J genehe ak否認mefonj ihade， 

行かなかったかJと たずねると，

doholo (doholonJ laihi [laihunJ alame umai guwa niyalma 

肢の 無頼者は 言う「誰も他の入試
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[V， S : doohaJ akτi damu han 

いない。 ただ(閤羅〉王

1 nlyaman 

の親戚の

nakcu baldu るayan i haha jui sergudai 

ナクチュ(男)がパノレドゥパヤンの男の子セノレグダイ

monggoldai 

モンゴノレダイ

五yanggo

フィヤンゴの

fainggo[fayanggaJ be gamame duleke， ni品an saman 

霊魂 を取りに遥り過ぎて行ったJ。ニシャンサマンは

baniha bume， uthai juraha (V， S:jurakaJ， yabume goidahaku ge1i 

本しを して，すぐさま 出発した。行ってまもなく又

fulgiyan birai dalin de isina五釦rdeme tuwaci dok吾n(V，S:dogonJ

紅 河の岸辺に着いた。まわりを見わたすと 渡し場を

doobure jah百daiak百 bimeemu niyalma helmen be inu saburak百

渡す 舟がなく， ひとりの人 影 すらも見えない

o五 arga ak百 wecekude baime yayame Cyayadame J deriるuhe

ので，せん方なく神霊 に請うて 請念し はじめた。

eikuli yekuli abka be品urdere

エイクザエクリ天 を 旋 る

eiku1i yekuli am ba daimin [damin J 

エイクザエクリ大 鶴(わし)0

eiku1i yekuli mederi be言urdere

エイクザエクリ海 を 旋 る

eikuji yekuli menggun inggalii (V: inggaliJ 

エイクリエクワ銀の 鶴鵠〈せきれい〉。

eikuli yeku1i bira cikin be善urdere

エイクリエクワ、河 岸 を旋る

eikuli yekuli cecereku [V， S : cecercuke J meihe 

エイクリエクザ怒り むたうつ 蛇

45. eikuli yekuli jan bira be善urdere

エイクリエクザ江汚を旋る

eikuli yekuli jak豆nda jabjan 

エイクりエクリ 8 尋(ひろ〉の鱗(うわばみ)。

eikuli yekuli ajige ejin CejenJ mini beye 

エイクワエクワ小さい主人よ， わたくし自身

eiku1i yekuli ere bira be 

エイクりエクザこの河 を

eikuli yekuli doombi sembi 

エイクリエクリ渡ろうと患う O
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eiku1i yekuli geren wecense [S : wecen se J 

エイクリエクワ全ての精霊等よ，

eikuli yekuli wehiyeme dooburo [doobureoJ 

エイクリエクリ助けて 渡らせておくれ。

eiku1i yekuli h百dunhasa 

エイクヲエクワ早く いそいで

eikuli yekuli erdemu be tucibureo 

エイクリエクリ才徳 を現し見せておくれ

eikuli yeku1i 
エイクリエクリ

se五 yemcen(imcinJ be bira muke de makta五 saman i beye 

と言い，男手鼓 を河水 に投げ入れ，サマン自身

ninggude ili五 uthaiedun su i gese dartai andande 

(手鼓の〉上に立ち，即ち疾患，旋風のようにたちまちにして

bira be doo五 biraejin [ejenJ de ilan dalhan misun， ilan sefere 

汚を渡った。汚の 主 に 3 塊の味噌 3 枯の

hoo品anbasan [basa J weri五uthai jurame yaburengge hahi 0五

紙の 礼物を残し，すぐさま出発し，行くこと 早くして

uju furdan de isinji五 dulekiserede furdan tuwakiyaha 

第 1の関門 に着いた。通り過ぎようとすると関門を守る

seletu senggitu juwe 

銭色，岳色 2人の

46. hutu esukiyeme hendume 

鬼が大斉で怒鳴って言った。

ainaha niyalma gelhun aku: ere 

fどのような者が 敢 てこの

furdan be dosiki sembi， be ilmun han i hese be ali五

百を受け関門に入りたいと言っているのか。我々は閤羅王 の

ere furdan be tuwakiyambi， hτIdun turgun be ula serede 

この関門 を守っているのだ。さっさと理由 を述べよJと言うと，

nlきan saman hendume mini beye weihun gurun i nisan 

ニシャンサマンは言った。「私自身は俗世の国 のニシャン

saman inu， bucehe gurun de monggoldai nakcu be 

サマンです。黄泉の 国 記モンゴルダイナクチュ(男)を

baihanambi sehede juwe hutu esukiyeme tuttu oci 

援しに来ましたJと言うと. 2人の鬼は怒鳴って言った。 rそれなら

furdan dosire kooli gebu， basan [basaJ be weri五 dosimbumbi

関門に入る 定到により名前と礼物 を置いては入ちせる」



sehede nisan saman gebu afahari ilan dalhan misun， ilan 
と言うとニシャンサマンは名 札 3 塊の 味噌 3

sefere hoo訟 nbe bu五 teni duleme genehebi， yabume jai 

枯の紙束 を与え，やっと通り過ぎて行った。歩を進めて第 2の

furdan de isina五 inuonggolo songkoi gebu， basan (るasaJ

関円 に著くとまた前の ように名前， ネL物

werifi duleme yabuhai ilaci furdan i monggoldai 

置き 通り過ぎて行く中に第 3の関門 のモンゴノレダイ

47. nakcu i duka bade isina五 SIぉ lasihiyame(V， S: lasihime J， 
ナクチュの円のところに着いた。接鈴を 揺り鳴らし，

Jergl 

などを

honggo (S : honggonJ hoyome (S : h三yameJ hocohon (S : hocikonJ 

神鈴を 鳴らし 涼しい

jilgan i hogo yage h百lame

声 でホゲヤゲを謡えた。

monggoldai nakcu 

モンゴノレダイナクチュ，

hoge yage h豆dunhahi 

ホゲヤゲ早く いそいで

hoge yage tucime jidereo 

ホゲヤゲ出て来ておくれ。
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hoge yage sain i banjire 

ホゲヤゲ善良に暮 与 す

hoge yage jalgan ak吾ngge

ホゲヤゲ寿命のない者を

hoge yage jafa五 gajiha

ホゲヤゲ捕えて連れて来たのか。

hoge yage erin unde 

ホゲヤゲ時でないのに

hoge yage ergeleme gajiha 

ホゲヤゲ無理強いに連れて来たのか。

hoge yage amasi buci 

ホゲヤゲもどしてくれたら

hoge yage am bula baniha 

ホゲヤゲ大いに感諾する O
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hoge yage bai buci 

ホゲヤゲただでくれたち

hoge yage baniha bum bi 

ホゲヤゲお礼 をしよう O

hoge yage banjire aldasi 

ホゲヤゲ生きる中途で

hoge yage balai gajiha 

ホゲヤゲ妄りに連れて来た0

hoge yage eitereme gajiha 

ホゲヤゲ欺いて連れて来た。

hoge yage aiseme jabumbio 

ホゲヤゲこれにどう言って容えるのか0

hoge yage bai gamaraku 

ホゲヤゲ〈わたしはあの子を)ただで連れては行かぬC

48. hoge yage basan (basaJ bumbi 

ホゲヤゲ ネし物をあげよう O

hoge yage holtome gamarak百

ホゲヤゲ〈わたしはあの子を〉顕して連れては行かぬ0

hoge yage hτIda werimbi 

ホゲヤゲ代価を童こうぞo

hoge yage minde buci 

ホゲヤゲわたしにくれたら

hoge yage mIsun bumbi 

ホゲヤゲ味噌をあげよう o

hoge yage tuci bufi buci 

ホゲヤゲ出して くれたら

hoge yage turgin [S : turigenJ bumbi 

ホゲヤゲ 工銭をおげよう。

hoge yage doigonde buci 

ホゲヤゲ先に くれたら

hoge yage dorolombi 

ホゲヤゲ礼をしよう。

hoge yage geli burakuci 

ホゲヤゲもし又くれないのなら

hoge yage sain ba aku 

ホゲヤゲ良い事はない。
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hoge yage weceku h吾sunde

ホゲヤゲ神霊の力 で

hoge yage deyeme genembi 

ホゲヤゲ飛んで行 く O

hoge yage boo de dosime 

ホゲヤゲ家に入り

hoge yage ganame genembi 

ホゲヤゲ連れ去って行乙う O

hoge yage 

ホゲヤゲ

seme nlsan saman slsa 

と ニシャンサマンは腰鈴を

lasihiyame [V， S : lasihime J yekse 

揺り鳴与し 神幅を

isihime honggo [S : honggonJ hoyodome [S : huyameJ halang [S， 
ふるわし 神鈴を 鳴らし，

kalangJ sere jilgan be guwebure[S:guwembureJ jakade monggoldai 

カランと 音 を 鳴り響かせたので，モンゴノレダイ

nakcu injeme tuci五 hendumenisan saman getuken i 

ナクチュは笑って出て来て言った。「ニシャンサマン，はっきりと

donji bi baldu bayan i haha jui sergudai 五yanggo

開くがよい。私がパjレドゥパヤンの男の子セノレグダイフィヤンゴ

be gajihangge yargiyan sinde ai dalji 

を連れて来たのは本当だ。そなたに何のかかわりがあろうぞO

49. bi sini booi ai jaka be h百lha五gajiha seme 

わたくしがそなたの家のどんな物 を奪い 取ったと言って，

mini d uka bade ili五 denwakalan jilgan i dangsimbi 

〈どうして)私の門の所に立ち，高い叱責の声をあげて非難するのかj

serede， nisan saman hendume udu hacin i mini jaka be 

というと，ニシャンサマンは言った。「いくらどんな 私の物でも

h立lhafigajihaku: bicibe weri sain banjire jalgan 

奪い 取って来てはいないと言っても，他人の善良に暮らす寿命の

ak百 niyalmabe， sui aku: jui be gajici ombio， monggoldai 

ない者 を，罪なき子を奪い去ってよかろうぞJ。モンゴノレダイ

nakcu hendume meni ilmun han hese gajihangge， tere jui be 
ナクチュが言った。「我等が閤羅王の旨を受け来り， その子を

gajifi.， cendeme den siltan de aisin jiha lakiya五 jihasangga 

連れて来て，試しに 高い旗竿に金の銭を吊し掛け，銭の孔
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be gabtabure jakade ilan da gemu g百waihabi(S : goihabiJヲ amala，

を射させたところ 3 本とも 中たった。後

ge1i cendeme lamun buku i baru jafanabure (S: jafunubure] jakade 

また試しに藍色の力士 と 相撲をとらせたところ，

buku be tuhebuhebi， geli arsulan(S:arsalanJ buku i baru jafanabuci 

力士を倒した。 又 獅子 力士 と相撲をとら

[S : jafunubuciJ inu hamiraku 0五 meniilmun han jui obu五

せると， 又遣わなかったのでわれらが 閤羅王は子となし

jilame ujimbi 

慈しみ養っている

50. kai， sinde amasi bure doro bio seme emu五yelengisun 

ぞ。そなたに戻してやる道理があろうか」という 1 片の 言葉

de nisan saman donjifi， ambula jili banjifi monggoldai 

をニシャンサマンは聞き， 大いに怒りを発し， モンゴノレダイ

nakcu i baru hendume tuttu oci sinde heni dalji 

ナクチュに向かつて言った。 iそれなちばお前には少しもかかわり

akrr dere， si emu sain niyalma biheni， mini 

あいはないだろう O お前iまただの善良な人間 なのだね。 私の

ecehen(S:encehenJ i ilmun han be baihanafi sergudai 五yanggo

才幹 で 麗 羅 王 を 探 し に 行 き ， セ jレグダイフィヤンゴ

be bahara baharaku， ujude mini erdemu amba oci， uthai gajimbi， 

を得るか得ないかだ。第 1に志の誌が 大きければ，即ち連れ撮ろう O

erdemu cingiyan [D : cinggiyaJ oci uthai wajiha， 

徳が 足りなけれ廷即ち己もう C

sinde heni 

お前に誌少しも

dalji ak召 記長 hani hoton be baime geneme goidaha 

関係はないのだ」と言い，王の都城を呂ざして行き， 幾許も

ak百 isinafi tuwaci duka be akdulame yaksihabi， nisan 

なく着いてみると門 は冨く 問がおろされていた。ニシャン

saman dosime muterakrr surdeme tuwa五 hoton weilehe ningge 

サマンは入る事ができず罵りを 見ると，域の 構築 物は

akdun beki ofi ambula fanca五yayamederi buhe， 

頑丈 堅固で大いに焦操 し請 念し はじ めた 。

51. kerani kerani dergi alin de 

ケラニケラニ東の w に
kerani kerani tomoho 

ケラニケラニ住む
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kerani kerani dekdere gasha 

ケラニケラニ飛びたつ鳥。

kerani kerani cangling alin de 

ケラニケラニチャンリン山 に

kerani kerani cak吾ra(S : ca孟百ranJ moo 

ケラニケラニ 檀 木の

galsa 

kerani kerani mangkan alin de 

ケラニケラニ沙丘の 山 i乙

kerani kerani tomoho 

ケ ラ ニ ケ ラ ニ 住 む

canggisa (D : cu碍ー

水花冠，

}ζerani kerani mangmoo (S: mangga moo J manggisa 

ケラニケラニ くぬぎの木の穴熊。

(D : manggisuJ 

kerani kerani uyun da meihe 

ケラニケラニ 9 尋の蛇。

kerani kerani j ak百nda JaるJan

ケラニケラニ 8 尋の醇(うわばみ)。

kerani kerani wehe ukdun 

ケラニケラニ石の 洞窟。

kerani kerani sele guwan de 

ケラニケラニ銭の 館 lこ

kerani kerani tomoho 

ケ ラ ニ ケ ラ ニ 往 む

kerani kerani taran (S: targanJ tasha 

ケラニケラニ 彪 虎

kerani kerani onioko (V， S : ongnikaJ lefu 

ケラニケラニ 脆性， 熊。

kerani kerani a1in beきurdere

ケラ ニケ ラニ 山 をめぐる

kerani kerani aisin inggali 

ケラニケラニ金 議鵠。

kerani kerani mukden (K : mukderhun) be善urdere

ケラニケラニ 沙漠 をめぐる

kerani kerani menggun inggali 
ケラニケラニ銀 議議。
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kerani kerani deyere giyah百n

ケラニケラニ飛 ぶ 驚。

kerani kerani dalaha 

ケラニケラニ首領となった

daimin (daminJ 

鶴〈いぬわし)0

kerani kerani alaha (S: alhaJ daimin [daminJ 

ケ ラ ニ ケ ラ ニ 花紋 鶴。

52. kerani kerani nai jule [D : yoloJ se 

ケラニケラニ地の狗頭鵠仏、ぬわし〉等c

kerani kerani uyun uri 

ケラニケラニ 9 段

kerani kerani juwan juwe faidan 

ケラニケラニ 12 列の

kerani kerani geren julese [D : yoloseJ 

ケラニケラニもろもろの狗頭鵠等。

kerani kerani h百dunhahi 

ケラニケラニはやく

kerani kerani deyeme hoton de 

ケ ラ ニ ケ ラ ニ飛んで都城に

kerani kerani dosi五gaJueo

ケラニケラニ入り 連れて来ておくれ。

kerani kerani wasiha [V， S: wasihaJ ci 
ケラニケラニ 鳥のJR で

kerani kerani wasihalame [wasihalame J gaj ireo 

ケラニケラニ撞んで 連れて来ておくれ。

kerani kerani soforo ci 

ケラニケラニかぎ爪で

kerani kerani soforome gajireo 

ケラニケラニつまみ取り連れて来ておくれo

kerani kerani aisin hiyanglu de 

ケラニケラニ金 の香濯 に

kerani kerani alamime tebufi gaju 

ケラニケラニ背負つてのせて連れておいでc

kerani kerani menggun hiyanglu de 

ケラニケラニ銀の 香櫨 に

kerani kerani ungku五 [S: ungke五Jgaju 

ケラニケラニ病伏せに伏せて連れておいで。
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kerani kerani meiren i h usun de 

ケラ ニケ ラニ 肩 の力 で

kerani kerani meihereme gajireo 

ケラニケラニ携いで 連れて来ておくれ。

kerani kerani 

ケラニケラニ

sehe manggi geren weceku se deyeme mukde五tugitalman 

と言ったので，もろもろの神霊 等は飛び 上り， 雲か霧の

gese， sergudai 五yanggo geren j use i emgi aisin 

ようになった。セルグダイフィヤンコやが多くの子等と共に 金

menggun ga益iha(S : gacuhaJ maktame e五me bisire nam語an (S: 

銀の 骨牌 を 投げて遊んでいる と，

namaぬnJemu 

1羽の

53. amもagasha uthai wasime genefi. soforome jafa五 den mukde五

大 鳥がたちまち降 ち て 行 き ， 掴 み 取り，高く舞い上り，

gamaha， g吾wajuse sabu五gemu golo五 sujumeboode dosifi. 
連れ去った。抱の子等が見て皆 驚き，走って家に 入り，

han ama de alame ehe oho 

父なる王 に告げた。「大変なことになった。
宅
況
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emu gasha jif i .語oforome gamahabi 

1羽の鳥が 飛んで来て掴んで連れて行ってしまったJ
serede 

と言うと，

ilmun han donjifi. ambula fanca五hutu be takrrra五 monggoldai

関羅王は聞いて大いに怒り，鬼 を遣って モンゴルダイ

nakcu be hrrlame gajifi. beceme hendume 

ナク チ ュ を 呼 び 出し 罵り妻めて言った。

sini gajiha 

「お前が連れて来た

sergudai 
セノレグタ守イ

'M
をコ

o
ン

mm

ヤ

犯

イ
匂
フ

emu amba gasha soforome gamaha， 
l羽の大 鳥が撞んで 行った。

erebe， bi bodoci gemu sini arga be boljoci ojoraku， si minde 

これを払が想うに皆 お前の策謀だとは思えなし王。 お前は私に

adarame icihiyambi sehede monggoldai elhei 

どうして始末をつけるのかj と言うと， モンゴルダイはおもむろに

gunici guwa waka予 nl語an saman dere seme uthai 

思った「ほかの誰でもない。ニシャンサマンだろうJとO そこですぐ

hendume ejen ume jili banjire bi gunici guwa 

さま言った。「王よ， 怒らないで下さい。私は患うに他の者ではあり
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waka 

ません。

54. weihun gurun de uju tucike， amba gurun de algin 

俗世の冨 に頭角が現われ，大国〈大王の黄泉の国)にもその名の

algiha nisan saman jifi gamaha dere， bi te 

高い ニシャンサマンがやって来て連れ去ったのでしょう O 忍iま今

uthai amcame gene五tede baime tuwaki， tere saman 

すぐさま追いかけて行き，彼処で探して見ましょう。あのサマンの

g豆wa de duibuleci ojoraku se五

外 には較べることはでき〈思い当り〉ません」 と言い，

uthai 

すぐさま

amcame genehe tereci nisan saman sergudai :fiyanggo 
追って行った。それかちニシャンサマンはセ/レグダイフィヤンゴ

be bahara jakade ambula urgunjeme gala be jafa五kutulemeamasi 

を得た ので 大いに喜こび， 子を取り引いて もどり

man五 fe jug立n be jafame yaburede monggoldai amargici 

還り， もと来た路を とって帰ると， モンゴノレダイが後かち

amcame h亘lame

追いかけて来て呼んだ。

saman gehe [gege J majige aliya， 

「サマン女よ， ちょっと待て。

立luse

我等は

giyan be majige gisureki， 

道理をちょっと話したい。

ekisaka gamara doro bio， 
黙って連れて行く道理があろうか。

mini beye utala h usun fayame arkan seme gaj ime baha sergudai 

私自身 これ程力を 費し， ようやく 取り 得たセルグ、ダイ

:fiyanggo be si yargiyan i saman de ertufi bai 

フィヤンゴをお前は本当 にすマン(の翁〉に依ち持み，ただで

gamaki sembio aise， 

連れて行こうというのかどうか。

meni ilmun han fanca五 mimbe

我等の関羅 王誌怒り， 忍を

55. wakalahabi， te bi adarame jabumbi， 

詰責されたのだ。今私はどのように答えよう O

elhe i g百nime tuwafi， dade basan(basaJ 
ゆっくり考えて みるに，どだい礼物
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geli ak吾

も なしに で
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gamarangge， elei giyan de acanaraku gese sehede， 

連れ去るのlま， ~まとんど道理 にあわない事のようだねj と言うと，

nl話an saman hendume monggoldai si ere gese sain 

ニシャンサマンは言った。「モンゴノレダイ，お前がこのような良い

angga baici hono sinde basan[basaJ majige werimbi， 

言葉で頼むのなら，肖またお前に礼物を 少し 置いてやろう O
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si aika suweni han de ertu五 etuhuきeme yabuci we 

お前がもしお前達の王を持んで無理に事をおこなえば， 誰が

sinde gelembio muse emu amba babe aca五 dadube tucibuki 

お前を怖れようぞ。我等は一大 事を和合し，始末をつけようj

sefi ilan dalhan misun， ilan sefere hooきan be buhe manggi 

と言い 3 塊の 味噌 3 枯 の 紙 を与えると，

monggoldai ge1i baime hendume 

モンゴノレダイはまた請うて言った。

sini bure basan [basaJ 

「お前のくれた礼物は

jaci komso kai jai majige nonggime bureo sehe manggi 

甚だ少ないぞC もう少し 加えて くれJ と言ったので，

nl話an saman ge1i emu ubu nonggime buhe manggi， geli 

ニシャンサマンがまた 幾分 加えて やると， 又

baime hendume ere majige basan [basaJ be 

請うて言った 「との少しの礼物 を

56. meni han de burede yargiyan i banjinaraku: dade 

我等が王 に差し出したところで，本当に何にもな与ない。 且又

mini weile adarame sume mutembi， bairengge saman gehe 

私の罪は どうしたら許されるのだろう O お願いだからサマン女よ，

[gege J sini gajiha coko indah在nbe minde weri五

そなたの持って来た難，犬 を私に残し(てくれ)， 

mini weile be sume ilmun han de benefi ini 

(それを忍は〉怠の罪を許すよう麗羅王 に送る。(そうすれば)

abalara indah百n aku:， dobori hu:lara coko ak百 de meni han 

彼に誌猿犬がなく，夜 鳴く 難もないので，我等の王は

urgunjefi oci emude saman gehe i baita muyah豆n

喜乙ぶだろう O そうなれば第 1 にはサマン女の事は帳消

ombi， jaide 

となる。 次には

mini weile be sumbi 

私の罪 を許すだろう」

serede， niきan

と言うと， ニシャン

saman hendume tere inu juwe ergide tusa yohi ombi， 
サマンは言った。「それはまた双 方で益となり良い結果となろう O

damu sergudai de jalgan be nonggime buci ere indah百n

ただセノレグダイに寿命 を加えて くれるなら，この犬

coko be gem u weri五genembisehede 

難 をみんな置いて行こうj と言うと，

monggoldai hendume 

モンゴノレダイ泣言った。
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SI uttu gisureci 

そなたがこのように言うのなら，

slnl 
そなたの
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derebe tuwame orin se jalgan nonggiha， saman hendume 

面白を考えて 20 歳の寿命を加えた」。 サマンは言った。

57. oforo niyaki olhoro unde de gamaha seme tusa ak百，

「沸涙が まだ乾かないのに連れて行ったとて荷の益もないJ。

tuttu oci g百sinse j algan nonggire， 
「それならお 歳の寿命を加えようJ。

n
 

n
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都
意
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だ

m
ま
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e
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mujilen toktoro undede gamaha seme ai 

志が 定まらないのに連れて行ったとて何む

tusa， tuttu oci dehi se jalgan nonggire， 
益があろうJorそれなら 40 歳の寿命を加えよう」。

kemuni derengge wesihun alire 

f尚まだ名望 貴顕を 得

unde de gamaha seme tusa 

ないのに連れ去ったとて益が

aku， tuttu oci susai se jalgan nonggire， 

ないJorそれなら 50 裁の寿命を加えようム

kemuni sure mergen ojoro unde gamaha seme ai tusa， 
f尚まだ聴明智者とならぬのに 連れ去ったとて何の益があろうJ。

tuttu oci ninju se jalgan nonggire， 

「それなら 60 歳の寿命を加えようJ。

kemuni niru beri be urebume tacire unde de gamaha seme 

「肖まだ矢 弓 を習 学していないのに連れ去ったとて

tusa aku， tuttu oci nadanju se jalgan nonggire， 
益もないJorそれな与 70 歳の寿命を加えてやろう」。

kemuni narhITn weile be tacire unde de gamaha seme ai tusa， 

「肖まだこまかい事 を学んでいないのに連れ去っても河の益が

tuttu oci jak召njuse jalgan nonggire， 
あろうJorそれなら 80 歳の寿命を加えようム

58. kemuni jalan baita be ulhire unde de gamaha seme tusa aku， 

「尚まだ世 事 を理解していないのに連れ去ったとて益もないJo
tuttu oci， uyunju se jalgan be nonggiha， 
「それなら 90 歳の寿命 を加えた。

jai nonggici banjinarak百 oho， sergudai ereci 

これ以上加えることは〈私には)どうにもできない。 セノレグダイは これ

amasi ninju aniya nimeku aku， tanggIT aniya targa (D: 

より以後 60 年間 病 なく， 100 年間痩せ衰ろえる事

turgaJ ak弘 urasurdeme uyun juse ujikini， 

もなく， 腰のまわりに 9入の子等を養うように。

jalan aぬame

世代が動き

F
O
 

Q
d
 



jak百n jui sabukini， uju funiyehe sartala[詞 ratala]，angga weihe 

8入の子を見るように。頭髪が 自くなるまで， 口 歯が

sortolo[V， S: sorotolo]， dara musutele(V， S: musetele]， yasa ilhanara 

黄色くなるまで， 腰が曲がるまで， 目がかすむ

tala， bethe bekterere teile， umuhu[V， S:umuhun] de siteme， guweye 

まで，足がよろけるまで， 足の甲 iこ排尿し，撞(か

[S: guye] de hamtame banjikini sehede， ni量an saman 

がと〉 に大便をして生きるようにJというと，ニシャンサマンは

るaninabume hendume monggoldai nakcu si ere gese 

感謝 して言った o Iモンゴルダイナクチュよ Oそなたが乙のような

g吾nintucime fungneci coko indahu:n be gemu buhe， 
意中を口にして栄典を与えるなら，難 犬 をみんな与えよう O

coko be asi seme h百la， indah百nbe ceo seme hu:la 
難 をアシと 呼びなさい。犬 をチェオと呼びなさいj

59. serede monggoldai baniha bume ambula urgunjefi. coko 

と言うと，モンゴノレダイ誌感謝 して 大変 よろこび 難

indahU:n jergi be gaime yaburede g吾nlme

犬 などを受け取って行く時 思った。

cendeme h百lame

「試しに 呼んで

tuwaki seme juwe be gemu sindafi.， asi a言1， ceo ceo seme 

みようJと 2匹をみな放して，アシアシ，チェオチェオと

hu:lara jakade coko indah吾n gemu amasi mari五 aibi seme 

呼んだので 難と犬は みな くるりと自をかえ，何処かと

nl基an saman be amcame genehe， monggoldai golofi. ergen 

ニシャンサマンを追いかけて行った。 モンゴルダイは驚き息を

biak百 (D: bi ak吾〕

切らして

sujume baihana丘 he fa seme fodome 

baime hendume 

頼んで言った。

走り 探しに行き，はるはあと 鴇ぎなが与

saman gehe (gege] 

「サマン女よ，

ainu yobodombi， 
どうして 冗談を言うのか。

absi sini coko indahU:n be mini h吾lara sasa amasi 

どうしてそなたの難と犬 は私が呼んだら一緒に後を

forome genehebi， bairengge ume holtoro ere juwe 

向いて行ってしまったのだc お願いだから欺かないでくれ。この 2

hacin jaka be gamaraku: oci， yargiyan ojoraku:， han mimbe 

件の 物 を持って行かないと，本当にいけないのだ。王が私の責

wakalahade bi adarame alime mutembi seme dahin dah五n

を答める時，私はどのようにして耐え られよう」と 繰返し
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baire de niきan saman 

頼む と，ニシャンサマンは

60. injeme hendume heni yobodome e五hengge， ereci 

笑って言った。「ちょっとたわむれに遊んだまでのこと O これから

amasi saikan i eje， bi sinde alara， coko 

後は よく 憶えておきなさい。私誌お前に言って聞かせよう O 実主

be gu gu seme h五la， indahu:n be eri eri seme hu:la sehe 
はググと 呼びなさい。犬 はエリエワと呼びなさい」

での

し
た

鍔

つ

組
二
一
一
口

m
と

monggoldai hendume 

モンゴルダイは言った。

gehe (gege J heni tani 

「あなたは ほんの少し

yobodoho， mini beye nei taran tucikebi， se五 saman

たわむれをしただけだが，私自身iま冷汗をかいたぞj と言った。サマン

i alaha gisun songkoi h五lara jakade coko indahU:n gemu mong-

の言った言葉どおり呼んだので，難と犬は 普 モンゴ

goldai beye be surdeme uju 

lレダイの体 をめぐり 頭と

ucihin (V， S : uncehenJ lasihime 

尾を 振り振り

dahalame genehe， tereci nisan saman sergudai gala 

後に語いて行った。 それからニシャンサマン誌セ jレグダイの手

be jafa五kutulemejidere de jug百ndalbade ini eihen [V， S : eige討

を取りひいて来ると路の携で 彼女の 夫

be ucira五 (V，S : ucarafi] tuwaci nimenggi mucen be量usuorho i 

に 出 遣 った。見ると油の(入った〉錨を高梁の幹で

tuwa sindame fuyebumbi， arbun be tuwaci 

火を焚き 煮たてている O 顔貌 をうかがうと

jili banjihabi， 

憤怒をあらわに

sargan be sabure jakade weihe be emgeri katur seme 

していた。(彼は〉妻を見る と 醤 を 1度 カチッと

61. saime seyeme hendume dekdeni ni善an si gU:wa niyalma 

唆んで摂めしげに言った。「浮蕩のニシャンよ。お前は他 人

be gemu weijubume mutere anggala ajigen ci gaiha haji 

をみな蘇与すととができ ても， 幼少かるめあわされた親愛な

halhUn eigen mimbe aitubume gamaci eheo bi cohome 

熱い 夫， 忍を助 け て 連れて行くのは悪いのか。私は特に

ubade nimenggi mucen be fuyebu五 simbe aliyambi， si 

ここで出 銭 を煮たたせてお前を待っていた。お前は

eici aitubure eici 

或は助けるのかそれとも

aituburak百

助けないのか

babe hu:dun gisure， 

どうかを早く 言え。
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yargiyan aitu burak吾 OCl時 simbe unggirak百 ninggemujanggo [V， S: 
本当に 助けないのならお前をかえさない乙とは当然ではないか O

mujanggaoJ， ere mucen uthai sini bakcin oho sehede 

乙の鏑は すぐにお前の 相手になるぞJと言うと

nisan saman baime hendume 

ニシャンサマンは頼んで言った。

eigen haji， hailambi 言ulembi

夫よ 愛する，ハイランピシュレンピ

ekseme donji hailambi 益ulembi

いそいでお聞き。ハイランピシュレンピ

haha haji hailambi 担 lembi

男よ愛する，ハイランピシュレンど

hahilame donji hailambi sulembi 

急いで お聞き。ハイランピシュレンゼ

nekeliyen語anbe hailambi sulembi 

薄い 耳をハイランピシュレンピ

nel五 donji hailambi ぉlembi

開いてお開き。ハイランピシュレンビ

62. giramin [jiraminJぬnbe hailambi sulembi 

厚い 耳をハイランピシュレンピ

gida五 donjireo hailambi 釦 lembi

霊えて聞いてくれ。ハイランビシュレンピ

sini beye hailambi sulembi 

お前の身体はハイランピシュレンピ

siren sube lakcaha hailambi 益ulembi

鍵 筋が断ち切れハイランビシュレンど

al五ni buce五 hailambi きulembi

とっくに死んでハイランピシュレンビ

aikime [S : akiyame J niyaha hailambi 基ulembi

芯まで 朽ちた。ハイランピシュレンビ

giranggi yali hailambi sulembi 

骨も 肉もハイランピシュレンピ

gemu hungkenehe CS : honggonohoJ hailambi きulembi

みんなぼろぼろになった。 ハイランピシュレンピ

absi weijubumbi hailambi 善ulembi

どうして蘇ちせよう O ハイランピシュレンビ
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haji eihen [V， S : eigenJ hailambi ぉlembi

愛する夫よ。 ハイランピシュレンビ

g豆sime[V， S : gosime J g豆nici hailambi sulembi 

憐れに 思うなら，ハイランビシュレンピ

dulembume unggireo hailambi sulembi 

通して やっておくれ。ハイランゼシュレンピ

sini eifu de hailambi ぬlembi

お前の墓に，ハイランピシュレンピ

hoo詰 njiha be hailambi sulembi 

経 銭をハイランゼシュレンピ

labdu deijire hailambi sulembi 

たくさん焼こう。ハイランピシュレンビ

buda sogi be hailambi sulembi 

御 飯 と 読 菜 を ハイランビシュレンビ

labdu doboro hailambi きulembi

たくさん供えよう O ハイランピシュレンピ

sini eniye be hailambi ぬlembi

お 前 の 母 をハイランどシュレンビ

er話emekudulembi [K : kundulembiJ hailambi 言ulembi

養い 恭しく仕えよう O ハイランピシュレンビ

erebe g百nici hailambi sule泊 bi

これを思ってハイランどシュレンピ

63. ergen be guwebureo hailambi ぬlembi

命 を赦しておくれ。ハイランピシュレンピ

sakda eme be hailambi ぉlembi

歳老いた母 をハイランビシュレンど

きar seme guni五hailambi sulembi 

憐れと 思いハイランどシュレンピ

hor seme dulembureo hailambi sulembi 

サッと 通してはくれまいか。ハイランピシュレンど

seme baire de ini eigen weihe be saime seyeme hendume 

と 頼むと彼女の夫は 歯 を 授 み 恨めしげに言った。

dekdeni baili ak百 nisan saman sargan si donji mini 

「浮蕩のなさけしらずのニシャンサマン妻，お前よ，開け， 私

beye weihun fonde mimbe yadahun seme yasa gidame 

自身が生きていた時， 私が 貧しいかちと言って〈お前は)目を閉じ
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fusihuきahaba umesi labdu kai sini beye mujin i dolo inu 

見下した 事がとても多かったぞ。お前自身の心 の中 ほ

getuken i sam bi， ere elei g百nincihai oho dabala 

はっきりと わかっている O これは殆んど心の 思うままにしていた

sakda eme be sain ehe er益ere erseraku sini gunin 

だけだ。老 母 をよく悪く養おうと養うまいと，お前の心の

cihai dabala geli yasa de bisireo enenggi， 

手前勝手にすぎない。又(お前の〉自にもそうであろうが。今日と

onggolo， nergin juwe kimunるeemu mudan de sinde karulabuki， 
以前の機会の二つの仇 を 1 度 にお前にはらしてやる。

eici sini beye nimenggi 

或はお前自身で油の

64. mucen de dosire eici mini beye simbe aname dosimbure 

鍋 i乙入るか。それとも私 自身がお前を押して入れるか

be hahilame toktobu serede saman dere fulara五jili banjime 

をはやく 決めろJと言うとサマンは顔を赤らめ怒りを発し

hョlamehendume 

叫んで言った。

haji eigen si donji， 

愛する夫よ，お前笥け。

denikun denikun si bucerede 

デニクンデニクンお前が死ぬ時，

denikun denikun aibe werihe 

デニクンデニクン何を残したのか。

denikun denikun yadara boigon de 

デニクンデニクン貧しい家産 に，

denikun denikun sini sakda eniye be 

デニクンデニクンお前の老 母 を，

denikun denikun minde werihe 

デニクンデニクン私に残した。

denikun denikun bi kunduleme ujimbi 

デニクンデニクン私誌手厚くもてなし養い，

denikun denikun fa話amehiyoosulam bi 

デニクンデニクン勉めて 孝行をつくしている O

denikun denikun eihen C eigen J beye 
デニクンデニクン夫よ O お前自身で
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denikun denikun gunime tuwa 

デニクンデニクン考えてみよ。

denikun denikun uthai balingga (V， S : bailingga J 

デニクンデニクンすなわち〈忍はお前にとって)塁、ある

denikun denikun niyalma inu kai 

デニクンデニクン入 だぞ。

denikun denikun mangga mujin be 

デニクンデニクン強い 意志を

denikun denikun bi tucibufi 

デニクンデニクン私が出して，

denikun denikun simbe majige 

デニクンデニクンお前をちょっと

65. denikun denikun amtalambume tuwaki 

デニクンデニクン試して みよう c

denikun denikun sini kira (S : ciraJ mangga be 

デニクンデニクンお前の強 さ を

denikun denikun eberebume [K : eberembumeJ tuwaki 

デニクンデニクン減らして みよう O

denikun denikun umesi bade 

デニクンデニクン至極の地に

denikun denikun unggimbi kai 

デニクンデニクン送る ぞ。

denikun denikun weceku de baime 

デニクンデニクン神霊 に請う，

denikun denikun bujan beきurdere

デニクンデニクン林 をめぐる

denikun denikun amba bulehun [V， S : bulehenJ 

デニクンデニクン大 鶴。

denikun denikun h百dunhahi 

デニクンデニクンいそぎはやく

denikun denikun mini eihen [eigenJ be 

デニクンデニクン私の夫 を

denikun denikun soforome jafa五

デニクンデニクン摺んで 捕え，

denikun denikun fungtu hoton de 

デニクンデニクン郵都 城 に
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denikun denikun makta五 enteheme 

デニクンデニクン放り投げ，永久に

denikun denikun tumen jalan de 

デニクンデニクン 高 世 i乙

denikun denikun niyalmai beyede 

デニクンデニクン人間の からだに

denikun denikun るanji burakrr obuki 

デニクンデニクン生れさせないようにするのだ。

denikun denikun 

デニクンデニクン

h百lara de amba bulehun (V， S:bulehenJ deyeme gene五 uthai

と叫ぶと，大 鶴が 飛んで行ってすぐさま

語oforomejafa五 deyemefungtu hoton de maktaha be saman 

爪で調み取り，飛んで郵都 城 に放ち投げ了このをサマンが

66. sabu五den jilgan deyangku be hrrlame hendume， 

見て，高い声でデヤンク をとなえて言った。

deyangku deyangku eigen akτi de 

デヤンク デヤンク 夫がないので，

deyangku deyangku enceheseme banjiki 

デヤンク デヤンク 人に取入って暮したい。

deyangku deyangku haha ak百 de 

デヤンク テFヤンク 男がないので，

deyangku deyangku kangtarsame banjiki 

デヤンク デヤンク 昂然と 暮したい。

deyangku deyangku eniye h豆cihin[S : hrrncihinJ de 

デヤンク テfヤンク 母親の 親類 と

deyangku deyangku e五me banjiki 

デヤンク デヤンク 遊んで暮したい。

deyangku deyangku se be amcame 

デヤンク デヤンク 歳を追って，

deyangku deyangku sebjeleme banjiki 

デヤンク デヤンク 楽しみ 暮したい。

deyangku deyangku juse akrr de 

デヤンク デヤンク 子がないので，

deyangku deyangku julesi ome banjiki 
デヤンク デヤンク 前iこ向って 暮したい。
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deyangku deyangku hala muk吾nak百 de

デヤンクデヤンク姓 族が ないので，

deyangku deyangku hajilameるanjiki

デヤンク デヤンク 親しみ 暮したい。

deyangku deyangku asigan (asihanJ be amcame 

デヤンクデヤンク 少年 を追い，

deyangku deyanglζu antahasame banjiki 

デヤンク デヤンク 賓客となって暮したL可0

deyangku deyangku 

デヤンク デヤンク

yayame (yayadame J geyeme sergudai 五yanggo i gala be 

請念し 太鼓を打ち，セノレグダイフィヤンゴの子 を

kutuleme edun i adali efime yabume 

ひき， 愚 のように戯れ行き，

yabume jihei 

行き 来ながら

su i adali 

旋 風 の よ う に

sUJuロle

馳け

67. tuwaci jugun i dalbate[S， D: dalbadeJ emu taktu be sabubumbi 

見ると，路の 傍に ひとつの接関を見つけた O

weilehengge umesi horonggo saikan bime， 

造り誌 はなはだ荘厳 華美 でるって，

sunJa 

5 

hacin i 

色に

boconggo tugi borhohobi， 凶暴an saman hanci genefi 

色どられた雲がたなびいていた。 ニシャンサマンが近 寄って

tuwaci dukai jakade juwe aisin uksin saca etuhe enduri selei 

見ると，門のそばに 2人の金の甲 胃を着けた神が 議の

maitu jafame ilime tuwakiyahabi， nisan saman hanci gene五

棒を持ち 立って守っていた。ニシャンサマンが近づいて行き

baime hendume agusa ere aiba bihe， dolo webi getuken 

請うて言った。「あなた方，ここは何処ですか。内には誰がいるので

alambureo serede tere enduri alame taktu de 

言った。「楼閣にすか。説明してください」と言うと，その神は

bisire abdaha sain de arsubure， 
いて 葉を よく 芽を出させ，

fulhu [S: fuleheJ saide[S: sain 

根 を よ く

deJ fusubure [V， S : fusebureJ， omosi mama tehe bi， 
茂らせる オモシ ママがおいでになるのだ」。

nisan saman baime hendume mini jihe ildun de mama de 

ニシャンサマンは請うて言った。「私が来たついでにママ に
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hengkileki sembi， yala ombi ojoraku seme 

叩頭したいJ と言い， r本当に出来るのですか出来ないのですか」 と

fonjiha de dukai enduri hendume ombi 

たず、ねると，門の神は 言った。「出来るJ

68. sehede nisan saman ilan sefere hoosan， ilan dalhan misun 

というと，ニシャンサマンは 3 枯の紙 3 塊の 味噌を

baniha bume dosime genehe， jai duka de isinafi tuwaci inu 

礼として与え入って行った。第 2の門 に着いて見るとまた

juwe uksin saca etuhe enduri tuwakiyahabi， nisan saman 

2人の甲 曹を着けた神 が 守っていた。 ニシャンサマンが

dosime generede esukiyeme ilibufi aibi niyalma balai ere 

入って行くと 怒鳴って 止まらせ「どんな人間が妄りにこの

duka be dosimbi hudun るedere majige notaきaci [D: nushuciJ 
円 を入るのか。早々に立帰れ。少しでも 進み入れば

uthai tantambi serede nisan saman baime amba 

すぐさま打ち懲らすぞ」というとニシャンサマンは請うた。 r大
enduri ume jili banjire ehe fainggo [fayanggaJ wake 

神よ。決して怒らないでほしい。兇悪な 霊魂 ではない。

weihun gurun i niきan saman serengge uthai bi inu 

裕世の国 のニシャンサマンというのは即ち わたしである。

Jug百nildun de bailingga 

路の 都合で慈悲深き

omosi mama de acafi hengkileki 

オモシママ に会って叩頭したい」

sembi， juwe enduri hendume tere gese ginggun g豆Eliaoci 

と言った。 2人の神は 言った。「そのような敬愛な 志 なら

dosime gene五 h百duntuci seme alahade 

入って行き， 早く 出て行きなさい」 と 告げたので，

saman inu onggolo songkoi baniha basan [basaJ bu五

サマンは又前の 通りに惑謝の 礼物を 与え

genehe 

行った。

nlsan 

ニシャン

dosime 

入って

69. ilaci duka de isina五 inujuwe enduri tuwakiyahabi， inu onggolo 
第 3の円 に着くと，又 2人の神が番をしていた。又前の

songkoi baniha bume dosi五 tuwaci taktu de sunja boco sukdun 

通りに礼物を与えて入って克ると，楼閤 に 5 色の気が

eldesehebi uce surdeme sukdun jalukぬi geli juwe 

光り輝いていた。家門のまわりには気が 満ち溢れていた。又 2入の
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hehe sunja boco ilhangga etuku etu五 uce tuwakiyahabi， 

女が 5 色の花模様のついた着物を者て家間を守っていた。

uju funiyehe be gemu den 言。言ome galade aisin hiyanglu be 

髪 の毛 を皆 高く編み束ね，手に 金の香濯 を

jafahabi， emke menggun i 臼a jafahabi， emke injeme 

持っていた。 1入は銀 の血を持っていた。 I人が笑って

hendume ere hehe be bi takara adali si weihun 

言った。「この婦人を私誌知っているようだ。 あなたは裟婆の

gurun nisihai birai dalin de tehe nisan saman wako [V， S : 

匿の ニシハイ河の岸 に住むニシャンサマンではありません

wakao J， saman 

かj。 サマンは

sesule五[S: sesula五)

驚き語り

hendume si ainaha 

言った。 rあなたはどんな

niyalma， bi ainame onggoho takarak百 serede 

人ですか。私はどうしても忘れてしまって知りません」 とし可うと

tere hehe hendume si ainu mimbe takarakunii [S: takarak立

その女性は言ったo rあなたは何故私を 知ちないの

ni J bi cara aniya mama tucire de omosi 

ですか。私は 1昨年 庖磨が出た時，オモシ

70. mama mimbe bulh百n [V: bolgonJ sain seme gaji五 beye

ママが忍を 清 ら か で 美 し い と 連れて来て自分の

hanci tak百rambi muse emu tokso niyalma adaki boo nari 

傍近く召使っています。私共は或 村荘の者で， 隣 家のナワ

五yanggo i sargan mimbe gai五 juweinenggi dorgide mama 

フィヤンゴの妻です。怠を 要って 2 Bの 中に 泡濯が

tucime bucehe kai serede nisan saman teni taka五

出て 死にました」というとニシャンサマンはやっと思い出して

ambula urgunjeme absi onggohonii [V， S: onggoho niJ seme ucebe 

大層 喜こび 「どうして 忘れようかjと言うと門を

neime bu五

開いてやって

dosibuha [V， S: dosimbuhaJ uju tukiyeme wesihun 

入らせた。 頭を上げて 上を

tuwaci orto[V， S:ordoJ i dulimbade emu sakda mama tehebi 

見れば， 亭殿の中央に 1人の老 婆が座っていた。

funiyehe nimanggi gese seyen der seme (der seme seyenJ sabumbi 

髪誌雪の ように 真 白に見え，

yasa kumsuhun[S:kumcuhunJ， angga amba， dere golmin， sencehe 

眼は ねじ由り， 口は大きく，顔は長く， あどは
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cokcohun [V， S : cokcohonJ， weihe fular五 [V，S : fulara:6.J tuwaci 

突き出， 茜は 赤く，見る事も

。joraku juwe dalbade juwan funcere hehesi i1ihabi， juse 

出来ない。南 関に 10人 余りの女性等が立っていた。子等を

jajihangge [S: jajahanggeJ， tebe1iyehengge， ome tonggo ulmirengge， 

背負った者， 抱きかかえた者， 訴で 経う者，

ajige jui ararengge， ajige jui be iberengge， 

小 児を作る者，小 見を進ませる者，

folho [S : fulh百J de 

大袋 に

teburengge tebumbi， meiherehengge， 
入れる者は入れる。肩に携ぐ者は

gamambi， gemu言。10 aku，言un

連れて行く O 皆 いそがしく，日の

meiherembi， 
護ぐ。

gamarangge 

達れて行く者は

71. dekdere ergi uce be tucimbi， ni量an saman sabu:6. ferguweme 

登る 方の門を出て行く。ニシャンサマンは見て鷺嘆い

nade niyakura:6. ilan ilan uyun jergi hengkile:6. omosi mama fonjime 

地に脆き， 三三九 度 叩頭した。オモシママはたずねた。

si ai niyalma bihe， bi ainu takaraku， 

「お前iま誰であったか。私は何故知らないのだろう o

balai ere 

妄りにこの

1
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n1詞 n saman niyakura五

ニシャンサマンは詑き

ulame ajige niyalma jalan gurun i nisihai birai dalin 

f云えて言った。吋¥ 生は俗世の菌 のニシハイ河の河岸

de tehe ni言an saman serengge uthai ajige niyalma ere emu 

に住むニシャンサマンというのは即ち小 生です。 この 1

mudan hanilame jihe jugun ildun de enduri mama de hengkileme 

度 尋ね 来た路の都合で，神 婆様に叩頭のため

tuwanjiha sehede omosi mama hendume absi onggoho 

荷侯したのですJと言うと，オモシママは言ったorどうして忘れようぞ。

simbe banjibure de si fuhali generak百 o五 bi

そなたを生れさせる時，そなたは一向に行こうとしないので私は

simbe horsome yekse hetebu五 S1泊 h百waita五 yemcen[imcin J 

そなたを脅し， 神帽を着けさせ，鈴を括りつけ，男子鼓を

jafabu五samdabumeefin i gese banjibuha bihe， sini 

持たせ， 1è1~ らせ， 遊びのようにして生まれさせたものだ。そなた

beye giyan i gebu tucire ton ere bade emu mudan 

自身必らず名の現れ出る命数〈さだめ)。この地に〈そなたが) 1度
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isinjire be mini beye toktobufi sain ehe yabure eiten 

来る事ほ私 自身が定めておいた。善と悪とがなす 全ての

72. erun be sabuるu長 jalan de ulhibukini seme 

(その結果としての)刑罰を見させ， 世 に d語らせるようにと

toktobuha jai sirame jici ojorakrr dade saman， baksi， 

定めておいた。 又つづいて来る事は出来ない。 始にサマン，学者，

aha mafa ilire， wesihun derengge ojoro， ehe facuh百n

奴僕，老翁になる者，高貴にして名望ある入となる者，悪や露し を

yabure， るayanyadah百九 h百lhaholo， hoo詰 n[D: hU:wa言anJtoose [D : 

行う者，富者，貧者， 賊 盗， 和尚，

dooseJ， giyohoto [V， S: giohotoJ， arki omire， falin [D: waliJ nei五

道士， 乞食， 酒 飲み， 奇術を 弄し

jiha efire， hehesi be dufendere[S: dufedereJ， sain eheるegemu 

博打をうつ者，女等に 溺れる者，善悪を皆

ubaci toktobume unggimbi ere gemu hesebun kai， se五

此処で定めて 送り出す。これは普 天命であるぞ」と言い，

fejergi niyalma de alame saman be gamafi erun koro， fafun be 

下の 者 に言いつけ「サマンを連れ，荊 罰， 法度を

majige tuwabu sehede， uthai emu hehe ji五

少し 見せてやりなさいjと言うと， すぐさま 1人の女が来て，

saman be hacihiyame yabu mini emgi majige sargasaki 

サマンを促し 「行きなさい。私といっしょに少し 遊びまし

[S : sarasakiJ seme saman dahame sasa gene五tuwaciemu bujan 

ょうj と サマンに従い 共に行って見れば 1 樹林が

arsuhangge saikan bime huweki sunja boco borhoho bi 

繁り も美しく 肥沃にして 5 色の層に藷重なっている G

saman fonjime ere ai bujan serede alame 

サマンは問うた。「乙れは何の林ですかjと言うと， (女は)告げた。

suweni jalan gurun 

「あなたの浴世の国

73. de mama fudere de bolgo ginggun akU:， morin ihan jeke akrr 

にママが送る 時，湾浄恭敬でない馬や牛を食べなかった

ningge fodoho gargan be bila五 fudeheturgunde arsuhangge sain， 
者 は 柳 の 技 を折って送る故に 繁りが 良い。

juse i mama ilha inu sain， tere bujan arsuhangge luku alζE 

子等のママの花も亦美しい。その樹林の繁りが 積密でな
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bime eden dadan ohongge 

く， まばらに鉄けているのは

suweni weihun gurun 

あなた方の 裟婆の国に

fuderede fodoho gargan ihan morin jeke ningge be 

maロla

ママが

送る時， ;Wp の技を，牛 馬 を 食 べ る 者 を(送るために〉

baitalaha turgunde juse ilha ehe bime erun sui hulambi， ere 
用いた かちである。子等の花は悪くして刑罰を呼ぶ。乙れは

gemu iletu obume tuwaburengge geli yabume 善un

皆 明らかにして(そなたに)見せるものでるるム又行って日の

dekdere ergide emu amba boo dolo emu amba tohoroko 

出る 方の 1軒の大きな家の中に，ひとつの大きな

(V， S :tohorokuJ fuheserede dorgici eiten ujima， feksire gurgu， 

整穀韓が転がっていた。内から全ての家畜， 馳ける獣，

deyere gasha， nimaha， umiyaha jergi ergengge feniyen feniyen， 

飛ぶ 鳥， 魚， 虫 などの生き物が 1群 1群

feksime， deyeme tucirengge lakcan aku， erebe saman sabufi 

走り 飛び 出して来て絶え間がない。これをサマンが見て

fonjire jakade alame ere eiten ergengge be banjibure ba 

たずねたので告げた。「これはあらゆる生き物 を生み出す所

inu， geli yabume 
です」。又行って

74. tuwaci emu amba hutu (D:hotonJ furdan duka be lakcan aku 

見ると，ひとつの大きな 城 の 関 円 を絶えず

hutu fainggo (fayanggaJ yabumbi， dolosi tuwaci fungtu hoton 

鬼と 精霊とが通り過ぎて行く O 内を見ると都都 城

i sahaliyan talman borhohobi， 
の黒い 霧が たちこめていた。

donjici dolo hutu songgoro 

聞けば中で鬼の泣く

jilgan ambula bi， geli ehe indah百n i gasan，品urdeme

声が大きく聞こえた。又悪い犬 の町があった。馬囲で

niyalmai yali be indah五ntatarame jembi hulimbure ebubun 

人 の肉を犬がき! 裂 い て 食 べ て い るO 惑乱した下程の

boo i dolo koro gosih吾n (V， S : gosihon J be h ulame songgoro 

自の中では，怨み 苦しみ をわめき泣く

jilgan na durgidumbi (V， S: durgedumbiJ， geli genggiyen buleku 

声が地に鳴り響いている O 又明るい 鏡の

alin， farhun buleku hada jergi bade， sain 

山，暗い 読の 蜂 などの所では，善
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i faksalambi， geli emu yamun be sabumbi， tanggin de emu 

lと遺ち分けている O 又 1 役所 を見ると，堂 にひとちの

hafan te五 gerenfainggo (V， S: fayanggaJ be beidembi， wargi 

役人が坐し，諸 霊魂 を審問している O 西

ashan boode lakiyahangge h百lhatabcin jergi erun niyalma sa 

側の房に吊してあっ た の は 窮 盗 掠 取 な ど の 罪 人 等

be horihabi， dergi hetu boode horihangge ama eme 

を監禁してあった。東の側 房に監禁してあったのは，父 母

de hiyoo益unaku， eihen [eigenJ sargan jurgan aku， 

に孝を 尽くさず， 夫 妻の節義なき

75. urse be selgelehebi， geli tuwaci ama eme be toore tantaha 

者共に首樹をiまめであった。又見れば父 母 を罵り打った

ningge be nimenggi mucen de carume erulembi，匂bi

者 を出の 鎮 で揚げ、て延lfiJしている O 弟子〈であひ

きefu be hulahame CS， D : h百lhameJ toohangge be tura de 

ながら)部停を ひ そ か に 罵 っ た 者 を 柱 に

huwaitafi gabtame erulembiラ sargan

縛りつけ 箭で射て込弗jしている O 妻(であちながち〉

eigen be 

夫を

hatarangge be faitarame erulembi， doose hehe de 

忌み嫌う者を切り刻み処刑している O 道上(でありながる〉女 に

latume yabuhangge ging be natahヨraha[S: nantuhurahaJ seme ilan 

姦淫を行う者は，経 典を 汚した とて 3

gargan saka i sakalame er叫embi， bele ufa sisabume talahangge 

技の 束lJ投で刺して処刑している O 米や粉をこぼして伸ばす者

be hujurku [V， S : hujurekuJ mose [V， S : moselakヨJ de gidame 

を 張 喧 で 醸 い て

erulembi habsan be belehe， holbon be 

処lfiJしている O 訴訟をくおこし)人をいつわりおとしいれ，縁組 を

efulehe ningge be sele futa be fulgiyan記 rebu五 [K:ゑerembu五〕

設した者 を ， 銭縄を赤く 焼き(身体を)境き培る刑に

halabume erulembi， hafan tefi ulintuhe ningge be dehe i yali 

処している O 宮にあって賠賂を使う者 を釣針で肉

be deheleme er叫 embi， juwe eigen gaihangge be faitak豆

を釣り上げて処刑している G 2人の夫を取った者 を鋸で

faksa huwalame erulembi， eigen be toohangge yelenggu 

ごしごしと挽き割って処刑している O 夫 を罵った者は
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CS : i1engguJ be faitame erulembi， uce fangkara ningge be 

舌 を切り処刑している C 房 門 を 打 ち 倒 す 者 を

gala be hadame erulembi， hulhame gigun [S: gisunJ 

手 を釘づけにし処刑している。ひそかに 言葉を

76. donjirengge be語anbe fade hadame erulembi， h百lhaholo 

77. 

〈盗み〉開く者を耳を窓に舘づけにし処刑している O 践 盗

be yabuhangge selei muksan i tantame erulembi， hehe 

を行った者は銭の混樺 で打ち懲らす弗H乙処している。 女で

beye bolh五n[S : bolgoJ ak五 giyang ula de ebsehe [S: ebi益eheJ

身を 清浄でない河 JlIで 沫浴した

nlngge， lce tofohon inenggi de natuhてinCS : nantuh吾nJbe ofoho 

者や， 初日， 15 日に 汚議を。:obohoJ ningge be duranggi muke be omibume erulembi， 
洗った者 は濁った 水 を飲ませる fflHこ処している O

sakdasi sabe hirahangge be yasa be deheleme erulembi， 

老人 等を横目で硯む者は自 に鈎をかける刑i乙処している O

anggasi， sargan jui sebe dufendehe [S: dufedeheJ ningge be tuwa 
寡婦， 女 克等に 姦淫を犯した者 は火

tura de nikebume halabume erulembi， daifu okto 

柱 に荷りかけて煙る 汗IJに処している C 大夫〈医者)で薬を

fudasi omibun bucebuhe ningge， daifu i hefelii (V， S : hefeliJ 

あやまり飲ませ死なせた者は， 大夫の 護

be secime erulembi， hehe eigen 

を割き開く 7刊に処している O 女が夫を

baiha， h ulhame 

取り ひそかに

latume 

姦淫を

yabuhangge be suhe ci yali be sacime erulembi， geli tuwaci 

行った者 は斧で肉を切る fflJに処している O 又 見ると

emu amba omo de aisin menggun dooha(V， S:doohanJ cahabi， 

ひとつの大 池に金銀の き喬が架けてある。

dele yaburengge gemu sain be yabuha h百turinggaurse， tuisun 

上を行く者は 皆 善を行った福のある人々であち，

CS : teisunJ sele ciyoo [K : kiyooJ de 

真鎗と銭の 橋を

yaburengge gemu ehe be yabuha urse 

行く人ほ 皆 悪をお乙なった人々で， (彼等)

be hutu言aka

を 鬼 が 束1J投

gidai i gidalame tuhebu五meihejabjan be seribumbi， dooha 

や槍で突き刺し落し， 蛇 酵 に脅させている。
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(V， S:doohanJ ujande ehe indahun ali五 niyalmaiyali senggi 

橋の 端iこ 悪い犬が 待ち受けて，人の 肉 血を

jeme omime kemuni niosih吾n [D : miosihunJ seraku [D : sarak百〕

食べ欽み，しばしば 邪悪は (わたしの〉知った事ではない

sembi， 

と言っている O

dooha [V， S : doohanJ i dalbade emu 予usa enduri 

橋 の携に 1 菩薩神が

den te五 galade nomun be jafa五hulamedonjibumbi， tafulara 

高く坐し，子 に経巻を持ち読んで罰かせている O 諌告の

bithei gisun ehe be yabuci bucehe gurun de erun sui hulambi， 

書の言葉 「悪をおこなえば 冥 府 で刑罪を高語す。

sain be yabuci erun h百laraku bime uju jergi niyalma fucihi 

善をおとなえば刑を話せず して，第 1等の人は 仏

ejen tembi， jai jergi gung i dolo banjinambi， ilaci jergi gurun 

主(の位に)就く O 第 2等は公の中に生れ行く O 第 3 等は国の

efu 包括i hafan jergi tembi， duici jergi jiyanggiy百n amban 

謝馬，太師，宮員等(の位に〉就く。第 4 等は 将軍， 大臣に

tembi， sunjaci jergi bayan wesihun ombi， ningguci jergi baisin 

就く O 第 5 等は富 貴 となる O 第 8 等は白了

niyalma giyohoto [giohotoJ de banjinambi， nadaci jergi eihen lorin 

人や 乞食 に生れゆく，第 7 等は麗馬，摂，

78. morin ihan jergi banjinambi， jak百cijergi gasha gurgu de banjinambi， 

馬， 牛 等に生れ行く O 第 8 等は鳥， 獣 iこ生れ行く c

uyuci jergi aihama[D:aihumaJ nimaha ubaliyame banjinambi， juwanci 

第 9 等は 篭〈すっぽん)魚、に 転 生する O 第10

jergi beten， umiyaha yerhu [V， S : yerhuwe J jergi 

等はみみず，轟， 蟻 などに
e
 

m
 

a
 

vd a
 

山

転

banjinambi， seme den jilgan i hulame donjibume tafulambi， geren 

生する」 と 高い声 で読み 聞かせ 戒める O 諸

erunbe ni訟 n saman tuwame wajifi amasi taktu de jifi 

刑罰をニシャンサマンが見 終わり，もとにもどり接閣に来て

omosi mama de hengkileme aca五 mama alame j alan gurun 
オモシママ に叩頭して 会った。ママは言った。「俗世の 国

de isinaha manggi geren urse de ulhi bume ala sefi， uthai 

iこ着いたなら， もろ人 に暁論し告げよ」と言った。そこで

hengkileme fa主ca五 nisan saman sergudai be kutuleme da 

叩頭し 別れたG ニシャンサマン辻セノレグダイを連れ， もと
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jihe jugun ci jime fulgiyan bira dalin de isinjiιbira ejin [ejenJ 

来た路 を来て紅 河の岸に着いた。河の 主

de basan[basaJ bume yemcen(imcinJ be bira de maktafi saman 

に ネし物を与え 鼓 を河に投げ入れ，サマンは

sergudai 

セノレグダイ

be gaime ninggude ili五 doomecargi dalin de 

を連れて〈鼓の〉上に 立ち，渡り，彼 岸 に

isinjifi， geli yabume goidahak立

着いた。又行くこと幾何もなく

79. doholo [doholonJ laihi [laihunJ dokun [dogonJ de isinji五 onggolo

鼓の 無頼者の 渡し場に着いた。以前に

yabuha be dahame takara jakade hendume saman isinjiha yargiyan 

来た ので 知っていたので言った。「サマンが着かれた。本当

i mangga saman seci ombi， baldu bayan i 

に〈霊力の)秀れたサマンと言うことができょう O バノレドゥパヤンの

jui sergudai 五yanggo be baha五gajihangge ecehen [S : encehen J 

子セノレグダイフィヤンゴを 得て連れて来られた。 才幹

muten ajigen aku ereci ele gebu tucimbi kai 

能力はなみなみではない O これよりますます名が現れ出ましょうぞJ

se五 weihu de tafa seme hacihiya五saman sergudai 

と言い「丸木舟にお乗りなさい」と 促した。 サマンはセノレグダイ

be gaime weihu de tafame te五 doholo [doholonJ laihi [laih百nJ

を連れて丸木舟に乗り 坐った。 鼓の 無頼者は

hontoho selbi selbime dartai dome [doomeJ dalin de isinji五

半ば〈折れた)擢を漕いでたちまち 渡り，岸 に着き

weihu ci wasi五basan[basaJ bume baniha ara五 fe jug吾nbe 

丸 木舟を誇り 礼物を与え感謝 し，もと来た路 を

jafame yabume goidahak百 baldu bayan i boode isinjifi， 
とって 行き， しばちくしてパノレドゥパヤンの家に 着いたo

da jari nari五yanggo uthai orin damgin[V， S:damjanJ 
かしらの助議亙ナリフィヤンゴはすぐさま 20 荷の

muke be oforo surdeme dulaha[doolahaJ， dehi hunio muke be dere 
水 を鼻のまわりに かけた。 40 捕の水を顔の

surdeme dula亘書:doola五Jhiyan be jafa五baime aitubume 
まわちに かけた。香 を描み，祈り願い救い

80. gelabure gisun i yayahangge [V， S : yayadahanggeJ， 
よび翠ます言葉で 語念した言葉。
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ke keku keku ere yamji 

ケケクケク今宵，

keku dengjan la be 

ケク 灯火， 蝋燭を

keku gida nu五 [S: gidanu五〕

ケク 泊し，

keku ainaha algin 

ケク どんな名声，

keku weinehe welgin 

ケク誰の 名声，

keku halai hash百n

ケク姓のハスフ k

keku yala yash吾n

ケク真にヤスフザ，

keku bayari [TS : bayar J hala 

ケク パヤ/レ姓の，

keku abdaha de arsuha 

ケク葉 に芽が出た。

keku fulehe de fusuhe (V， S : fusehe J 

ケク根が 繁ったo

keku sergudai 五yanggo

ケクセノレグダイフィヤンゴ，

keku abalame gene五

ケク狩に 行きo

keku nimekule五bucehe

ケク 病 i乙罷り亡くなったc

keku erei turgunde 

ケ ク こ の 故 に，

keku ilan saman ilgaci 

ケク 3人のサマンが弁別したら，

keku duin saman dekeneci [K : dehereciJ 
ケク 4人のサマンが捜し求めたら，

keku ere fainggo (fayanggaJ be 
ケクこの 霊魂 は
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keku ilmun han 

ケク 関 羅 王 が

keku gamaha sembi 

ケク連れて行ったという O

keku erei turgunde 

ケクこの故に

keku nisihai birai 

ケクニシハイ j司の

keku dalin de tehe 

ケク岸 に住む，

keku ursu CV， S : urse J gurun de 
ケク 人々 の 国 に

keku uj u tucike 

ケク頭角の現れ出た，

keku amba gurun de 

ケク大国に

keku algin tucike 

ケク名声の現れ出た，

keku ayan hiyan be 

ケク芸香を

keku jafame gaifi 

ケク手に取り，

keku alin be dabame 

ケク山を越え

81. keku amcame gene五

ケク追い求めて行き，

keku algin be gaihade 

ケク名声(ある人)を探し得た時，

keku jorime tuwaha 

ケク〈試みに)予示して(占って)もちって見たところ，

keku adalisara j akade 

ケク初梯とした(当った〉ので，

keku baime gaji五

ラク請うて連れて来たo

keku ineku yamji de 

ケクその挽 に
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keku farhun bade 

ケク 幽暗の所で

keku fayanggo be fargaha 

ケク霊魂 を追い求めたo

keku ehe bade 

ケク悪い所に

keku ergen be ganaha bihe 

ケク命 を取りもどしに行った。

keku amasi marime j i五

ケク戻り嬉って来て，

keku lelii [V， S : leli J fodoho 

ケク広々とした 耕，

keku da gargan de 

ケク本の校 に

keku dalaha daimin [V， S : damin J 

ケクかしらとなった 鶴(いぬわし)よo

keku adame gargan de 

ケク並んだ枝 に

keku alha [TS. alahaJ daimin (daminJ 

ケク花紋の 鶴よ G

keku alin beゑurdere

ケク山をめぐる

keku aisin inggalii (V， S : inggaliJ 

ケク金の 議会患よ O

keku mukden [K : mukderhunJ be surdere 

ケク沙丘 をめぐる O

keku menggun inggalii [inggaliJ 

ケ ク 銀 の 鵠鵠よ O

keku taran (S : targanJ tasha 

ケク 彪よ，虎よ O

keku oniku C ongnika J lefu 

ケク 脆牲よ，熊よ。

keku jak五nda jabjan 
ケク 8 尋の弊(うわばみ)よ。
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se五

keku caktira [S: cak吾ranJ moo falga 

ケク 撞 木の叢の

keku jak三njuru manggi [TS : manggisaJ 

ケク 8 対の あなぐまよO

keku mang [manggaJ moo falga 

ケク橡〈くぬぎ〉の 叢の

keku juwan juru manggi [TS : manggisaJ 

ケク 10 対の あなぐまよ。

keku weijubume jiki 

ケク 蘇らせに来てくれ。

keku aitubume gaiki 

ケク助け 連れて来てくれo

keku gele [D : gela J gete 

ケク自を覚ませ， 目覚めよ。

keku 

ケク

nlsan saman 

と言った。ニシャンサマンは

82. surgeme deribuii gaitai ili五 yayame[yayadame J deribuhe 

痘箪し 始め たちまちにして立ち 語念し 始めた。

yabuha babe gamaha turgun be tucibume yayara [yayadaraJ 

行なった事と連れて来た一部始終を述べた 語念の

glsun， 
ーニ==-寸先各企

にコフ宇二c

deyangku deyangku geren niyalma jari donji 

デヤンク デヤンク 普 様， 助薄三区よ，お聞きo

deyangku deyangku baldu bayan sini beye 

デヤンク デヤンクパノレドゥパヤン，そなた自身，

deyangku deyangku emke emken donji bai 

デヤンク デヤンクひとつひとつお開きなさいo

deyangku deyangku sini jui be 

デヤンク デヤン クそなたの子を

deyangku deyangku aisin hiyanglu de 
デヤンクデヤンク金C 香壇 に

deyangku deyangku tebume gajiha 

デヤンク デヤンク 載せて連れて来た。
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deyangku deyangku言。foro deきoforome

デヤンク デヤンク ひとつまみにつまんで

deyangku deyangku gajime jihe kai 

デヤンク デヤンク連れて来たぞo

deyangku deyangku boobai oho de 

デヤンク デヤンク 宝 物 な の で

deyangku deyangku ha五rame gajiha 

デヤンク デヤンク 小脇に爽んで連れて来た。

deyangku deyangku bucehe beyede 

デヤンク デヤンク 死んだ体に

deyangku deyangku weijubuhebi 

デヤンク デヤンク 生命を蘇らせた。

deyangku deyangku fayangga [fayanggaJ be oron beyede 

デヤンク デヤンク (生きた〉魂を陰線の身に

deyangku deyangku singgebume sindahabi 

デヤンクデヤンク参み こませた。

deyangku deyangku omosi mama de baiha 

デヤンク デヤンクオモシマ? に請い顕い，

kerani kerani ereci amaSl 

ケラニケラニ「これより以後，

kerani kerani nimeku yangsan 

ケラニケラニ病気も病気の気も

kerani kerani aku obume 

ケラニケラニなくなって

83. kerani kerani banj ikini sehe 

ケラニケラニ暮すように」と言ったo

kerani kerani uyunju se jalgan 

ケラニケラニ 90 歳の寿命の

kerani kerani ulgun (D : urgunJ be tolome 

ケラニケラニ 喜びを数え，

kerani kerani uyun juse ujikini 
ケラニケラニ 9人の子を養うように。

kerani kerani gamaha ilmun han de 

ケラニケラニ(彼を怠の所に〉連れて来た麗羅王 に，

kerani kerani coko indahun be 
ケラニケラニ難，犬 を
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kerani kerani baili de werihe 

ケラニケラニお返しに残した。

kerani kerani basan (basaJ jergi be werihe 

ケラニケラニ礼物 などを残した。

kerani kerani omosi mama de 

ケ ラ ニ ケ ラ ニ オ モシママ に

kerani kerani hengkileme acaha 

ケラニケラニ叩頭して 会ったc

kerani kerani sini jui de 

ケラニケラニそなたの子に，

kerani kerani geli enen baiha 

ケラニケラニ又子孫を請うた。

kerani kerani jalan de ulhibure 

ケラニケラニ世 に告げ知ちせる。

kerani kerani mama ersere de 

ケラニケラニママ(福神)に仕えるには，

kerani kerani ginggun bolgo i 

ケラニケラニ恭敬 清浄であれ。

kerani kerani mama ilha sain 

ケラニケラニママ(福神〉の花は美しい。

kerani kerani damu sain be yabu 

ケラニケラニただ善 を行え。

kerani kerani ehe be yabuci 

ケラニケラニ悪を 行 え ば ，

kerani kerani eiten erun iletu 

ケラニケラニ全ての刑罰法明らかになち，

kerani kerani gemu getuken sabuha 

ケラニケラニことごとく明白に現われる。

kerani kerani mini eigen mimbe 

ケラニケラニ私の 夫 が 私 を

kerani kerani aitubu seme 

ケラニケラニ助けよと言って

84. kerani kerani baire jakade 
ケラニケラニ頼んだので，

kerani kerani mini gisun oci 
ケラニケラニ私の 言 葉 は
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kerani kerani yali sube niyaha 

ケラニケラニ「肉 も 筋 も 朽 ち 果 て

kerani kerani weijubure de mangga 

ケラニケラニ蘇生 誌むずかししリ。

kerani kerani mini eigen fancafi 

ケラニケラニ私の夫は壌り，

kerani kerani nimenggi mucen de 

ケ ラニケラニ泊 鏑 で

kerani kerani mimbe carume wambi 

ケラニケラニ私を 揚げ 殺すG

kerani kerani erei turgunde 

ケラニケラニこの故に

kerani kerani mini wecen soforofi 

ケラニケラニ私の精霊がつまみあげ，

kerani kerani fungtu hoton de 

ケラニケラニ郵都 城 に

kerani kerani makta五 enteheme

ケラニケラニ投げ誇ろし，永久に

kerani kerani niyalmai beye banjiburaku 

ケラニケラニ人の 身捧に生れさせなくした。

kerani kerani geli geren hutu 

ケラニケラニ又 全ての盤!鬼の

deyangku deyangku fainggo [fayanggaJ se 

デヤンクデヤンク霊魂 等が，

deyangku deyangku aitubu seme 

デヤンク デヤンク助けよとて

deyangku deyangku siran i baime 

デヤンク デヤンクつぎつぎと詰うて

deyangku deyangku jugunるeheture五

デヤンクデヤンク路 を遮り

deyangku deyangku bairengge jilaka [S : jilakanJ 

デヤンク デヤンク請うたことは涛れであった。

deyangku deyangku jaci labdu kai 

デヤンク デヤンク(数も〉甚だ多 かったo

deyangku deyangku labduるasan[basaJ werihe 
デヤンク デヤンク(私は)多くの礼物を残した。
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deyangku deyangku geren dekdehe (TS: dendehe J 

デヤンク デヤンク全て分け与えた。

85. deyangku deyangku teni waliyame jihe 

デヤンク デヤンク(私はそれ等を〉やっと棄てて来た。

deyangku deyangku 

デヤンク デヤンク

se五

と言い

uthai oncoh百n (S: oncohonJ fahaるuhabe 

すぐさま 仰向けに 割れたので，

da 

かしらの

jari geli hiyan ci oforo旬 rdemefangsi五 (K: fang品a幻 teni

助議Aが又香 を鼻のまわりで焚くと やっと

gelahabi， amala saman beye sergudai fi.yanggo oron 

気が付いた。その後でサマン自身セノレグダイフィヤンゴの魂りぬけた

beyede fainggo [fayanggaJ be feshure [K: fusureJ jakade 

身掠に 魂 を 濯ぎこんだので(彼は〉

dartai aitu五 bekene[S : bekikenJ luduru [V， S : ludurJ 

たちまち患を吹きかえし しっかりした 張りの

sere jilgan gisun gisureme muke emu moro bureo serede， 
ある声 音で言った。「水を 1 杯 くださいj と言ったので

gaJl五 buhemanggi omi五 hendume emu amba amu amga五

持って 来 て や る と 飲んで言った「長い間 眠りこんで

ke j ine tolgiha se五 uthai u baliyame teえ booiurse 

沢山 夢を見た」と言い，すぐさま身体をおこして坐った。家の人々は

urgunJeιteni turgun be sergudai de alara jakade teni 
喜こび， はじめて一部始終をセノレクボタ守イに告げたので(彼は〉

bucehe be sa五

はじめて死んだ事を知り，

nl認 n saman gehede hengkileme 

ニシャンサマン女に 叩頭し

banihalara de baldu bayan falanggo (S: falangg百Jdume inje五

感謝する と，パノレドゥパヤンは 掌を 打って笑った。

inu dorolome hendume yargiyan i enduri saman， gehe kesi de 

又ネしをして言った。「まこと に神の サマン女。恩寵を以て
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86. aituha， aku bici fulehe lakcame bihe seme 
建らせた。さもなくば根は 絶えていたでしょうj と言い，

beye 
自身の

etuku be jafa五samande etu bume cusile gu tetun i h百ntaha(V，S: 
着物 を取りサマンに着せ， 水 晶 と 玉 の 器 の
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huntahanJ de jalu nure teるu五niyakura五alibure de， niきan

盃 になみなみと語をつぎ，鐙き 献呈した時，ニシャン

saman huntaha [h豆ntahanJ be alime gai五 sekiyembume[V， S : 

サマンは 盃 を受け取り 1滴残ちず

sekiyebumeJ omi五karudoro arame hendume ere inu yuwan wai 

飲みほし， 返 礼 して言った。「これまた員 外の

huturi de teni muyahun icihiyame ohobi， ere uthai juwe ergide 

福徳 でやっと完全に 処理しえました。これ却ち 2 者

geren sasa gemu huturi kai， yuwan wai ge1i amba bolosu 

諸 共に皆 福徳というものですJ 員 外 も 又 大 き な 鼓 璃の

huntaha de jalu nure tebu五jari de inu alibume hendume 

盃 でなみなみと 語をつぎ，助薄亙にも献じて 言った。

fulu singiyabuha[S:singgiyabuhaJ bilga(S: bilhaJ monggo (monggonJ 

「あまり 酷く痛む 唱 喉を

aksabuha nure ci majige gidame omireo serede， nari 

臭い 酒 でちょっと鎮める為に欽んで下さいJと言うと，ナリ

五yanggo nure be alime gaifi omimbime hendume ai joboho 

フィヤンゴは語 を受け取り欽みながら言った。「何の辛労など

babi， tehe baci aljaha a孟五 de joborakU: 

ありましょうぞ。坐っていた所から離れなかったので苦労しなかっ

gese， 

たようだ。

87. aika joboci saman gehe [gegeJ fulu joboho 

もし〈私が)苦労したとすれば，サマン女禄誌 もっとお苦しみに

bucehe gurun de emu marin [S: mariJ yabuha be dahame 

なった。冥 府 に 1 度 行 か れ た の だ から

ambulaぬdaha dere， saman injeme hend ume 五yanggo

大変 お疲れになったでしょうムサマンは笑って言ったJフィヤンゴ，

deo jari si donji dekdeni yoro gisun de ilan fun 

弟，訪露亙よ C そなたは開きなさい。諺， 謡言 に f3 分の

saman seci， nadan fun i sain jari aku oci banjinarakU: 

サマンとても 7 分の善い助蒔亙がいなければ成り立たないj

sehebi kai， geren donji五gemuambarame injecehe bi， amala 
と言つであるよj。人々は開き，皆 大層 笑っていた。後に

10 yuwan wai ahalji bahalji juwe aha be hu:la五 alame
老員 外はアハルジパハルジの 2 従僕を呼んで言いつけた。
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ihan morin honin ulgiyan jergi adun data sade gemu 

「牛，馬， 羊， 豚 等の牧群の頭 たちi乙ことごとく

ala， adun tome dulin dende五belhe saman gehe (gege J 

告げ、なさい。牧群毎に半分を分け錆えなさい。サマン 女の

baili de karulame beneki seme uthai sarin belhe五

恩 に報いる為に送りたいJと言い， すぐさま宴会の準備をし，

ambarame omime sarilara de gemu ambula soktoho amala deren(dereJ 

大いに 飲 宴する時，皆 大いに酔った。その後，宴卓

be bederebu五sejenmorin belhefi， jiha menggun etuku adu jergi be 

を片付け， 車 馬 を準備し銭，銀， 衣 寂等を

in u d ulin dendeme 

又半分分けて

88. banjibufi sejen de tebufi， jari de etuku emu yohi yalure 

ひと塞めにし，車 に載せた。助薦亙には衣寂ひと揃い，乗

akta emke， 
馬(麗罵)1頭，

enggemu hadala yongkiyan， menggun juwe tangg百
鞍， 轡， 全揃い， 銀 200 

yan banjibu五saman jari sasa jaka suwaliyame boode 

南を纏め， サマンと助薦亙共どもにく贈)物も併せて 家に

benebuhe amala nisan saman ambula bayan oho nari 

送ら せ た 。 そ の 後 ニ シャンサマン誌大変 富裕となった。ナリ

五yanggo i emgi haji baita be inu naka五beyebe toktobume 

フィヤンゴと共に情 事 をまた止め， 身持ちを定め

tob tondo obu五banjimbidemun i dufen (V， S : dufe J baita be 

公正公平に暮した。異様な 淫事を

lasha obuhabi， saman geren erun hacin be sabufi teni mujin 

きっぱりと掛った。サマンは様々な刑罰 を見て始めて心が

nitarahabi， emu 五 dejulergi miosihUn ehe jergi be toncihiyame 

平静となった。ひと筆で以前の邪 悪等 をひとつ残与ず

(S : tongkimeJ arahabi， deranggi CV， S: duranggiJ muke singi五(V，

はっきり 書いた。 濁った 水を

S: singge幻 genggiyenbolgo oho muke gese， ere babe bithe 

議過し，請明 清 浄 に し た 水 の ようだ。この事を書に

donjire agutasa， gehetese kimcici ombi kai， ni詰 n saman 

聞く 諸紳士等諸婦人等，詳察するに足る事です。ニシャンサマン

i emge CS: emeke J amala toksoi urse leolecerengge ere mudan 

の 姑は 後に村荘の人々が共々に語り合い「この度，
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saman hanilame genehe bade ini eigen be sabu長

サマンが尋ねて 行っ た 所 で 自 分 の 夫 に会った。

89. inbe (imbeJ aitubu seme baiha， aika mimbe aituburakii oci 

彼は 助けてくれと 請うた。もしも私を 場けなければ，

nimenggi mucen de ini sargan be carume wambi sehede 

i由 鋸 で彼の妻 を油で揚げて殺してしまうと言っ

nisan saman ini weceku de ertufi.， eigen be言。foro五

たので，ニシャンサマンは自分の神霊 に頼み，夫 を摺み，

fungtu hoton de maktaha sembi， ere jergi gisun be amala saman 

郵都 城 に投げたJ という O これらの話 を後にサマン

i emge (S: emekeJ donji五jilibanji五 urunbe h iila五 da turgun 

の 姑が 聞き 怒りを発し，嫁 を呼んでもとの理由

be fonjihade urun i gisun ini beye mimbe aitubu sembi， 

を問い質した時，嫁 の言葉「彼自身私を助けてくれと言いました。

mini gisun yali niyaha sube lakcaha aituburede 

私の言葉 F肉は震り， 麓詰切れ， 助けるのは

mangga 

むずかしいj

sehede， uthai urun be nimenggi mucen de carume wambi 

と言うと，すぐさま嫁を油 鋪 で揚げ 殺す

serede mini weceku言。forofi.fungtu hoton de maktahangge 

と言ったので，私の神霊が掻み， 郵者s 域 に投げこみました。

yargiyan sehede 

本当です」と言うと，

emge CS : emekeJ hendume tuttu oci si 

姑iま 言った。「それならお前法

eigen be dah吾mewaha kai， si olime jailaci 

夫 を 2度 殺したのだぞ。お前は路をよけて避けて通ることが

ai ojorakii， absi giinin mangga se丘 gemunhecen 

何故出来なかったのか。何と心根の頭なことかjと言い，京城

de 

lこ

90. genefi. ioi si hafan de habきafi.， yamun 

行 き 御 史 官 に訴えた。役所

Cl 

かち

nlsan 

ニシャン

saman 

サマン

be 

に

selgiyeme gaji五 dahin jabun gaici ini emge [S: emek記

長論し 連れて来て繰返し供述を取るが?彼女の 姑の

alibume habsaha bithe ci encu ak百 ofi.，

呈出した訴 状 と異ならないので，
n
 

u
 

l

町
に

七

巻

加

書
'
況
を

m
述

一
戸
供

weile五 da turgun be tucibume ejen de wesimbuhede hese 

書きなし，もとの縁由 を書き出し，主上に奏聞した時， 旨あり
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ambula jili banjifi， beidere jurgan de afabu五ini weile de 

「大いに怒りを覚える o Jf!J 部 iこ委し 彼女の罪 に

teherebume kooli songkoi icihiya sehe， jurgan ci wesimbuhe 

相応するよう例に照らし処理せよJと部せられた。部から上奏した

gisun buhime [S: buhiyemeJ uladuha 

言葉「 端度嫌疑し

[ulanduhaJ baita de 

{云えた 事柄に対し，

nl益an saman gidahak百 be tuwaci inu emu hehei i dolo 

ニシャンサマンが隠置しないのを晃れば，又 女性の中の

baturu seci ombi， emgeri jabun alime gaiha be dahame ergen 

勇者と言えよう。すでに供述を受け取ったのだかち，命を以て

toodabuci inu ombi， sehede taidzung hU:wangdi hese wasimbume 

讃わせるも又可也」と言うと，太宗 皇帝は 言を降し，

uthai ini eigen i songkoi ceni gaきande bisire hocin [主百cinJ

「却ち彼女の夫 と毘様に彼等の村落にある 井戸の

dolo saman yekse si品a yemcen [imcinJ 
中にサマンの神摺，B要鈴， 男子鼓，

91. agU:ra be suwaliyame emu pijan de tebufi sele futa ci akdu1ame 

道具 を 併 せ て 1 皮箱に入れ，鎮の索でしっかりと

hU:waitafi hocin [h百cinJ de makta mini hese akrr 

縛り， 井戸 に投 げ 入 れ よ ， 践 の 旨 なく

OCl U立le

ば取り

tucibure seme wasimbuha de ioi si hafan songkoi 

出すなかれJと 下諭した 時，御史宮誌〈冨の)知く

icihiyame 

処

gamahabi， ere ama1a 10 yuwan wai jui sergudai 

理した。 この後，老員 外の子セjレグダイ
u
亦

m
もコ

mv
ン

時
ヤ

戸

ィ

五
フ

ini ama i yabuha be a1hu:dame yadah百nbe wehiyeme ak豆 de

彼の父の行い に散い， 貧者 を扶け， 乏しき者を

aisilame sain yabufi juse omosi jalan jalan wesihun hafan jiha 

救い， 善を行い，子孫は世 世貴 宮〈に昇り)，銭

menggun ambula bayan wenjeshU:n [S: wenjehunJ ohobi， ere uthai 
設も 大屠富 裕 と な っ た 。 こ れ 郎 ち

sain da deri bun bi the 0五 gerende ulhibuhe， udu 

「善美根源 書」であって衆 に J悟らせるものである。いくら

tuttu bicibe amba doro de dosirak豆miosih百nCS : miosihon J 
かくかようであっても，大 道にはずれた 邪な

tacihiyan baita， amala urse a1hョdaciojorak百 eteme

教や 事がある O 後世の人々は真似てはなちない。〈悪に)打勝ち
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targaki， 

戒めるようにc

92. mentuhun mlnl maJlge amba muru nlsan saman bithe be 

愚味な 私が 少し 大 略 ニシャン サマン イ云 を

tuwahangge， jaci aniya giyalabu五goidahade yangiyan i gemu 

見たのほ 詰分年 院てて 久しい昔で本当に すっかり

onggohobi， eden dadun[D:dadanJ ba umesi labdu， sara 

忘れてしまった。残訣の 個所も甚だ多い。知っている

bade gunime五sembumearahangge yargiyan yokta [D : yokto J gese 

事を想い出し，陳述し書き記したもので全く どうしたらよいのだろう O

aika guwa baci yungkiyan [yongkiyanJ sain ninggeらahaci

も し も 他 所で 完全な 善本が得られたなら

ere bithede jukime araci inu ombi， erei jalin oros gurun wargi 

この書に 補 写すべきである O この為，ロシヤ自の西(東〉方

大 学 の

manJu 

満州

bithe tacibure sefu dekdengge i baime 

語 教 師デクデンゲがお願い

amba taciku i 

斗
4
日ム」こる

e
 

沼
げ

却、上
ロ
!υ

ぬ
申

gerbincig‘ufu ge looye i baci sibkime tuwafi eden 

Grebenshchikov Ge先 生 の 所 で 詳 究 し て 見 て い た だ き ， 残

ekiyehun ba bici wesihun galai 五 jafa五 nonggime

歓の 所があれば御自分で子ずからぺンを取り， 加筆し

fisembureo erei jalin donjibume arahabi， 
記述して下さい。この為におしらせして認めました。

註

。baJdubayan:人名， bayanは富者という意。

2) yuwan wai:員外，員外部の略。定員外の官。員外法金を出して買う事ができたおで，富人の通

者、となっている。

3) ayan hiyan:祭担の時に焼く香い草。

4) 主yanggu:末子の意。

5) ahalji bahaljiは恐与く人名ではなく ahaljiは召使いの頭， bahalji法狩猟の諜の獲物頭とい

う翠の人物であろう。 dahalji下僕， boigoji主人，という用法もある 0

6) anculan giyahun: r大清全書JI 1 : 21 B Iと乙の語が見えるが訳語は記されていない。この二語

で葉狩用の鷹を意味するのでるろう。

7) sureは聡拐な，の意であるが，乙こでは surumorin岳馬む謂であろう。

8) beliyen= belin: Lli本『満基JI2477によれば，溝州語口語 belin!ま beliyenかち転化した語で，

能なし，を意味する o belin age ，ま sergudaifiyanggoを指して用いられている O

C
ひっ-

q
L
 



9) hadanaha未詳。 F大溝全書Jl4 : 18 B IC， hadahai tuwambi注目高視之とある。 hadanaha，ま

hada-Iと語幹末接尾酔 -naーがつき，釘づけになる，一点を軽視するの意を表わすと思われる。

10) uradumbi未詳。 urambi， urandambi ともに響くの意。 uradumbiは uraーに語幹末接是辞

-du-(共々 K)がつき，響き合う，響鳴するの意を表わすものと思われる。

11) hossome=hosotolome: Volkolla ~ま hossome を hosotolome と校訂している。成民ならびに

Durrant氏も原字のとおり hoききomeとし， 鄭重に取扱う意に解している。清文鑑によれば

ho誌ombiは属すの意であって鄭重に取扱うという意はない。 hoきotolombiは斜に包む意である。

恐らく死体を大きな四角の布またiま皮に対角線上に斜に包みとんだのであろう。

12) 回出きan:r大清全書Jl3 : 30B Iと「剛好之詔jと見える。

13) 成長は kuriとし D氏は keireと比定した。 keireは繋と尾との黒い馬。

14) caise=caisi: r大清全書Jl10 : 41A K caisi.鍛技と見える。

15) V氏も或氏も buyaと転写したが D氏ほ guyeとし旬。菓の吾訳としたC

16) 子清文絵美Jl4 : 36Bに fbaran兵之多寡，大路形橡光景jと見える。

17) ku namun: kuは庫の音訳。

18) pan an未詳。或氏は pananは中国語からの借用語で pan，ま雲較，雲牌〈楽器名〉 と環係が

あるとしている。 D民は容姿の端麗さで著名な晋代む濯安仁に比定している。

19) yalaは真実の意であるが，ととでは固有名語に訳しておく。

20) 成氏誌老人と訳し， D廷は witheredoid servantと訳している。この語は sungkebi (寒気の

ため髪，髪，草木等に水分が持着して淡自になった)と関保があると思うので「髪に霜を得たJ

と訳しておく。

21) 成氏は tetekeと読み tentekeの意iζ解し D氏は tete訟を毘有名語とし， 荘氏は tewang

と読んでいる。

22) r乾経内野輿霞Jl 8排東 1には，吉林鳥詮和屯の東南方に尼石恰志位 Nisihabiraが見える。

ニシャン・サマン伝法この地方に伝わった物語であろうか。

23) V Eえは jorhofodoho (ー葎の榔)とし，成氏は jerguwen(欄干) の異形であるとした。物干

竿の乙とであろう O

24) oilori deleri:軽浮の，うわべだけむ。

25) r大溝全書J11 : 59B Iと julhun 喋翼，馬惇， 気盟などと見えるが文意にあわない。成氏は

julhunをお1genの異形とし，運数，身数と解した。 D弐誌 naijulan とし， the circum-

stances of deathと訳している。しかし必らずしも文意にあわない。わたくし泣 jijuhan の異

形とし，易の卦む意に解しておく。

26) geyeme未詳o geyembiは部刻するの意であるが， 乙れでは文意をなさない。文脹からすれば

太鼓をリズミカJレに打ちたたくという意であろう。

27) hobageも deyangkuもサマンの唱える語念む合の手の一種であろう。

28) yayame=yayadame: yayaおme，ま廻ちぬ舌で喋る意であるが文意に合わない。 乙こでは語念す

るという意詑訳しておく。

29) kumuru未詳。鬼の名であろうか。

30) wecenは祭の意であり，乙の場合には意味をなさない。 weceku神霊の意であろう。

31) ilbanは光坑すなわち罵の敷いてない謹突のととで， 乙乙では文意に合わない。恐らく alban 

{の変彰で，宮の認可という程の意であろう。

32) hanilambi未詳。 D氏はシロコゴロフが「死の世界に行くJという意味を示す語として示した

hanalambiの変形と解した。 Shiro註ogoroff. S. M吋 PsychomentalComplex of the Tungus. 

London : 1935， p.308. 
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33) jarimbiは亙人が神前立在って唱名しつつ祈祷する意である。 jari まシヤマンの補助を勤める

助祷亙の謂であろう。

34) geyen:本来は刻みの意。 geyembiは%IJむ，出る意。 geyenはすズムを打つ楽器あるいは歌詞を

示すと思われる。注26参照。

35) きaきunを成氏，荘氏とも丙醤と訳し， D氏は hsiao-shun孝!顧(})misspellだとしている。しか

し訟きunakuは不斉全，稀潤破(とまごまに破砕した)の意であるから， sasun は斉全， とと

むった，などの意であろう。

36) endu未詳。成氏誌 enduriと解している o weceku -wesihun， endu-erdemu と対句をなし

ているのであろう。

37) ilbaha:荘氏は光荒〈むき出しむ:民〉とし， D氏は V氏に従って ilibuhaとし， be established 

の意に解している。しかし恐与く i1imbahaの誤記で，習熟した.t貫れた，の意であろう。

38) soIhoは高麗，朝鮮の意味である O 成氏iまsolohi騒長〈いたちの一種) の異形であろうとし，

D氏は sulhumbi(地語，地軟)と関連があるとしている。

39) yayan:注281と示した yayadambiの名語形と解し，謂念と訳しておく。

40) husihanは婦人が腰から下につける衣。スカート。

41) yan cun :未詳。乙乙で詰陽春と訳しておく。

42) dekennime:未詳。 dekenほ小高い意であるかち，声高に歌う意であろう。

43) amba jiIgan i acinggiyame， den jilgan dekennime， haihungga mudan hayaljame， narhun 

jilgan nandameと頭韻を踏んでいるo

44) 五kenci 成氏はとの語に fike (前認上節 -ciとおa(背 -ciの二つの可能性を示し， 背か

らと訳した。 D氏;主主he(満たす -ciとし， -nーは筆写のさいのミスだとしている。

45) 司amjan ま天秤棒のこと。

46) fahabumbi は投ずさせるの意であるが文意に合わない。恐らく，くちくらと意識を失う意であ

ろう O

47) bayara は護軍の意であるが文意に合わない。恐らく baldu bayan (富者)と関連があり， bayan 

姓のとか，或泣言者心姓のという程の意であろう O

48) hungken未詳o emu hungken jiha 1ま1卯銭すなわち5692串369文の銭で文意に合わない。荘氏

は何に依ったのかわからないが潔地と訳し， D氏は hengkin(叩頭)としているo

49) arsun!ま根芽の意。ここで辻 nekeliyen-neifi，giramin-gidafi， wecen-wesihun，と頭韻を踏んで

いるから， arsunは ejemeに対応して ersun(醜し三)であるべきであろう O

50) dacin=dancan: dancanは妻の実家心意であるが，この場合はただ実家という意。

51) dekdeseme=dekderseme: dekde工芸eme(ま叛Jむを起すの意であるが，ここで誌眠っている心を呼

びさまし浮き立たせる意であろう O

52) hontohoは半分の意であるが，破れた，割れたの意もある。

53) kemteku未詳。 D氏iまこの語を kengcembi(塵し潰される)と関係むある語の変形であるとし

ている。

54) V. S. D三氏とも cecercuke(機嫌が悪い)としているが， cecersembi (怒って手足をうち震わ

す〉と関連のある語であろう。

55) da: 1尋(ひろ〉すなわち 5尺。

56) seletu senggitu : seleは銭， senggiは血であるから， seletuは主義色をした， senggituは血の色

をしたという意であろう o seJetu hutuは奇鬼， senggitu hutuは赤鬼でelSろう。

57) hoyodombiは hoyombiと同様に huyambi(鷹の類が鳴く)と罷連のある語であろう。 ここで

は鈴が鳴る意に解しておく。
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58) canggisa:成氏は撞木の鬼神名であろうとし， D氏は cunggaisaすなわちしぎ科む鳥の一種の

水花冠という鳥の複数形であるとしている。

59) ongni泊:脆牲，熊に似て小さく，色淡黄にして白い縞むある動物。

60) mukdenは藍京，藩陽の意であるが，ととでは alinに対応した語で富有名詞ではない。恐ちく

mukderhun沙 Cf大清全書j10 : 37B)の謂で三うろう。

61) uriは「地を掘って穀物を貯載する草の生えた回地」の意である。 と乙では faidan!(対応した

語で，縦亨uの設の意であろう。

62) r大清全書j13:19Aに hiyanglu香櫨とある。

63) gacuha:骨投げ遊びの道具。羊， J章等の小樫骨の下部lと突出した長円骨で作った道具。

64) yohi: r大清全書j12 : 15A IとIyohi.成正果之説也」とある。

65) targaは「跳神の持に童子の衣服の背に開ける四角な布片。 o出産の時に人が入らぬように産室

の内に吊す草む束。戒めよj等の意であるが，文意になじまない。ここでは turga(痩せた)の

意に解しておく。

66) dekdeni:成氏は dekdenigisun諺，常言， dekden i gisun風説，浮語との関連でt dekdeni 

を浮蕩と解している。

67) hailam bi :神送りの語りをしても神霊が享けず，神酒等を議牲の慈の耳にそそいでも神霊が動か

ないわ意。とこでははやし言葉として用いられている。

68) sulembi:税を取りたてる意。はやし言葉として黒いられている。

69) aikime=akiyame: akiyame geceheは底まで凍ったという意であるかち， akiyame ，ま芯までの

意と解される。

70) hungkenehe: V氏と D氏辻 hungkihe(軟かになった)とした。 hungkimbi，ま「乾肉など

を軟かにする為に打ち叩く」の意である。成氏は honggonoho(迂ろぼろになった)の意に解し

た。わたくしは或氏の説が妥当だと思う。

71) kudulembi=kunduIembi:成氏と D氏は主utulembiとし， 荘氏は kudulembi としている。

わたくしは kundulembi (恭しくもてなす) と解する。津曲氏も kundulembi と転写してい

る。

72) hor seme: r満和辞典』には「ぶるぶるっと。ふうと〈罵がたじろいで鼻息を出す音j とあり，

F大溝全書j4 : 46Bに「一気吃了。打箭jとある。

73) kira未詳。成長は cira.V氏， D氏iまgiran.荘氏詰 kiri(開喪〕 に比定した。私は cira 乙

比定し強壮の意に解しておく。

74) umesi: r大清全書j 3 :8Bに umesi至甚，至橿とある。

75) 鄭蔀域:道家で鬼神が事を治する所。地獄。

76) antahaきambiは客となるの意。 f異域録j1A !(次の様に記される。

da maha yehe gUfun de gebu gaime ujulaha niyalma de antahasame yabuha bihe 

始祖辻エホ国 にて名揚げて頭立ちし人 に賓客として生来したちき。

77) omosi mama: r清文総嚢J2 : 19A に「求福之神，郎子孫娘娘Jとある。

78) nota泊ci:V氏は aSSambi(動く〉と解し，成員は uSatambi(曳きずってゆく〉 の変形乃至転

換であるとし， D氏は nushumbiであろうとした。乙こでは D去に従う。

79) der semeは真白なことの形容であるから，通常は derseme seyenという語頭になると乙ろで

ある。

80) ome tonggo未詳。

81) ulmirengge未詳。或民法 ulme(経針)， ulembi (まっすぐに縫う)， ufimbi (縫う〉などとの欝

連を示唆している。 D氏誌 ulambi(伝える〉 と解している。こ乙で法成長に提って訳しておく。
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82) ulame:貴人に対して言上するのピ宣接には言わず，待者ピ伝えて言わしむるの意であろう。

83) hanilame未詳。成氏は hacilame(陳奏する)hajilame (親しむ〉などを挙げている。しかし文

意からすれば尋ね探して来たとむ意であろう。

84) horsome未詳。 D氏ほ hurceme(他人の欠点をあばき立てる)に解した。しかし horsome は

horon (威名)の動語化した語で hOI・olombi(威を示す) に近い意義を持つ語であると患われる。

乙とでほ成長の如く威を以て脅す意に解しておく。

85) fudehe turgunde :文意からすれば， fudehe ako turgunde (送らないので〉とあるべきである。

86) tohoroko=tohoroku:地花播いた種子をおさえる為の石のローラ一。

87) hutu:成氏は hutu，D氏誌 hotonと解している。ここでは後者に従う。

88) ebubun:下程。設の客や宮吏に贈る食物。はなむけの金料。

89) selgelehebi:成氏は selhen 苦かせ)の動語化した語であるとしている。

90) talahangge: talambiはうと、ん粉等を平たく伸試して焼くこと。 ここではうどんお等を伸ばす擦

に無駄にこぼす者の意であろう O

91) niosihun:成氏辻 niohon(怒って顔色青しi) と解し， D民辻 miosihun(邪〉 と解した。後者

に従う O

92) gung:成氏 D氏とも宮の意に解しているが，とこでは仏主，尉馬，太師，官員，将軍，大臣等

の地位が215げちれているので，王公の公に解した方がよい。

93) kekuは ilmahaと詩じく懸翠垂のことであるが，と乙では拍子をとる為の語で特に意味はない0

94) gida nufi :或氏は gidanufiであろうとしている o gidaと nufiを著者が誤って分かち書きした

Cであろう o gidambiはかくす，庄えつけるの意。 -nu-(ま動詞語幹末接尾辞で，相互にしあう

という意であるが，との場合の馬法iま京明。

95) weinehe welgin未詳。詩文の ainahaalginの誤を受け aが weIと変形したもので誰の名声

という程む意であろう。

96) hashuri yashuri未詳。 D氏iま特別む氏族む語であるとしている。

97) dekeneci未詳。成氏は dengneci(小形のちま秤で量る〉 とし D氏詰 consideredの君、に解

したが文意にそぐわない。弘拭 deherembiぜ大請全書J] 8 : 42B，捜尋〉 と関連のある語と解

す。

98) feshure:成氏は fushere(扇子で高ぐ)とし D氏も乙れに従っている。 しかしこの語ほ fu.

sumbi (水を漕ぐ)と関係のある語で，魂をそそぎこむとの意であろう。

99) marin は mariの誤記と患われる o marinは掃来の意。 mariは1回2呂の因。

100) dekdeni gisun :諺，言いな与わされた言葉。

101) haji には「親愛，友愛，凶年之凶，荒年之荒，親愛Jcr清文総量j)などの意があり， haji gucu 

には f1青意相合好友JCf清文総嚢阜の意がある。

102) toncihiyame未詳。成氏は tongkimeC挙要告訴〉との関孫を示唆している。lrI日、清吾J 巻10K

fとお tongkimeという語は， 句点、軒ちてという語なり O かく古語にて試巻を尽して句点拝ち

て見ぎりし誌は」と見え，詩文に対応する漢文に「同考官藍筆不全点詫jと見える。 tongkimbi

はくわしく点関するの意である。今西春秋 fl日清語訳解Jr東方学紀要J30 

103) yokto: r大、清全書J12:17Aに「宏好意思，廷控意jとある O

104) wargi:筆者 Dekdengge はウラジポストークのロシア東方研究所の研究員であるから wargi

(茜方〉とあるのはおかしい。シボ語では warglを東の意ピ用いることを D氏が指摘している

が，満州語においても方言により東西の混用があったのであろう。 Durrant(1977. p.165， Note 

255J参践。
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